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/第 一章 序 論
・物 理 現 象 σ)中 に は
.「 》え 体"が ・黙 柔矢序 に ホ
リ
媒 績 中 を杁 ろ カマっ て 行 く」 と の う 見 τセ か ら な
か'め ら れ る る の が 数 珍 く 落 在3る 。 こ こ 鷲
》琳 順 が 媒 管 な ノ ー 般 飾 二そ の よ う に略
⊃よ"・れ 尺 も の 唱乙'あ 老).拶 弍え1&".疹 礎某中 へ の 塞
筍 の 拡 教 ノ 能 晶 中 の 勉5の 移 勧/勉 乱 養 物 質
ヒPへ の 液 体 の …曼 選 昇 σ)ラ冤裏 に お け て /そ コれ ぞ
淑 三容〔 ノ 能 晶 ノ 乃 孔 頑 物 質 を"媒 贅 ηノ 文 漆
積 ノ 電3・ ノ3夜 体 も"三 爽 《不 ワ と 蚕Lな す』こ ヒ か蟻て・
軽 ・ 更 に ノ あ る 地 域 穂 誘 ウ る伝 染 あ の
蔓 延 ノ 集 扇 鳳 の 情 報 の 伝 達 募 の 社 会 的 現 象 に
お し)ても,地=域 φ く圭 民.集 因 屯"娯 貸".伝
黎 病 、楯 報 遠 蝸疏 体 リ と 見 な す こ ヒ か"出来 る
で あ う う 。 い琉 体 り の 無 秩 序 な 理 動 の 機 楊
)なノ ㌧ 辣し俸"白 瘍 に 帰 す 事 炉 で き る と ヒ毛 に
/"裸 贅"に 帰 す 皐 も で・さ る9前 者}ま拡 数
過 彪(鞭 》¢・観)ヒ 呼 ぼ れ る の に財 し
ノ復者 は漫 透過瑳(騨 ε脇1㎜ 幽)と 呼
λ}ぎ'れ る 。
1)
ノ98ク 年'(ノ&ノ ≧ご)6癩z多 てカ・/
⑤ っ マ 初 め て 導 入 ぞ 淑 た 項 透 理 論(
鞠)}よ,憂 透 過薩 献 重 乎 な綬 割 を)」た す
敬 タクく の 現 象 に翻 舗 ノ 威 黙 あ1プて 詫?)
4引えは㌧ 沸 第 強磁 性 体 の臨 界濃 度 の推 是 、 奨
レ
駿 耳 系 の 電 気 的 性 賃 の 彦観 等 に 耐 被 れ て 、)
る 。 景 遙 一裡 論)ざ.物 質 の 屡 悶 的 な 掻 童 に着
目 ず る た,めノ 熱 萩 序 系 の研 雍 に お ウ る 一 つ の
石 力 な 方 多玄論 一Z・あ る 、 ヲ曼三透 モ里論 に 基 の た禰
屍}よ1テ 見・象 を モ う♪'1し4ヒし ノ 考蒼分 の 党 全 な モ塑解
を・介 セ⊃ず に 支志象 の 企 体 的 な ノ性噴 を才巴樋 す15峯
ぎ 旦 的 ヒ し,専 素 論 的 方 老 論 に 甚 く研 廃 に』財
読 す る6(η で あ う 。
以 下,簡 単1(履 透 理 論 の 紹 介 を行 しし そ の
具 捧 釣 な 応 岡 例 ●を 示 そ う 。
無＼耗灸に っ ブぎかぐ'フた 腸3鳶 、ヒ 寸ぐ工}♂ か ら ノな ろ
格 多 丈 を 考 之 る 。 二 種 類 の ラ妾透 重=程 を 秀 え
う こ ヒ が 』'でミ る 。 一 っ ぱ.巾'}}♂ 孟 程 乙 呼
)ぎ水,格3-£ ・の 各 φ ン ド が 確 秦 夕 て・"司 か ボ
3確 桑1-9て ・"閲 ひ ら れ ろ 二 闘 力＼れ 存 二 つ の
ホ㌧ ド 姻 一 つ の 勝3点 を 笑 肩 す る 時.そ の 二
つ の(ド'ニ ド・は 菟 り に いつ な が つ1ら り 乞Uう 。
(図 ユ ・参 照、)互 の に っ な が ・っ た 聞 む＼、れ た(r・
エ トこ'}ま,ノフ ラ ス タ'を 形 戯 す る 。'つ の ク
う ス タ ー に 属 す 多 閣 か 淑 た(†ひ〉 ド の 総 ・数1ら ノ
そ の ワ ラ ス9一 の"大 を ゴ ノ 』 ・ う 。 他 の
ト
i竣透1過 荏 は サ イー ト ∫墨程 と ¢写ば れ/ヰ 各3尤 の 」各
ノノ　へ
喬 》3・ノ濠、ガぐ謬 華 夕 τ・`及「麹 角力な ま五3ト1(5っ て ヒう
め ら れ 苔 。 最 近 猪 序各3・ノ濠、に 得 伍 す る 二 丁国 の
雅5は ノ 亀 の 闇 の 疏㌧)ぐ ・を」蕊しし てi乏t)に ¢ つ
な が㌧ †三',ヒ1)わ れ 多 、i歪iPに つ な が'っ を
灘乙各1よ ク ラ ス9一 を く仁 る 。 一 つ の ク う ス タ
ー 牢 の 雑3の 総 教 を ,そ の ク う ヌ タ ー の"夫
芝 芝 ソ ヒ}}う θ(図2」 参 嚥)サ イ ト 韻 で・亀ま、
ヒ く に 確 卑9宅"搬 り と 吟 心ぐ。 こ 淑 ら の
二 つ の 過 穫 は 癒 捲 ゐ 関 係 が あ り 、 図焦R血 の
に よ 一)Z寸 ひ二}♂ 蝉 が'サ イ}、 過 軽 、二 含 窪 れ ゐ
皐 か謙 芝 以 てDろ ・










ガ ≡ 目一 一「一 一 {「
一=OPENBOND
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ナtま う 。9σ)で(琶 ゐトミ十 ・分4＼ 芝t)闇 は 、 ビ の!プ
ラ ス タ ー の1大 ま ミ も 二有 声艮Z.あ そ)う 。 ヌ/?
の 廼 が 十 合 ⊥ に 近 」ナ夙 は㌧ £ σ)、≠71こは 無 ア艮 に
犬 芝 な ワ ラ ス タ ー ガへ出 テ見 す る 。 そ こZ"ノ
∫)三く9∂(h系 で ば 全 て の ク ラ ス9一 が'㌧有 限(r)ゴ<、
ミ ミZ"あ リ.9>f』 の 添 で・'は無"摂 に 犬 を な ク
ラ ス9一 力W出 現 す る と 、⊃う.臨 」昇 的 ノき確 率5診。
が ＼落 在 す る と つち え ら 玖 る 。 ∫し客 臨 界 三受蓮し確
ヘ へ 　よ　
季(CPP)ヌ ・ま,サ イ ト過 纏z"は 臨 ・軍 三曼醜 麦
ぐOPD)と 馳 孚ぶ 。 形 式 的 に ば 、3。 は 攻q)よ
う に 定 瑳義 ミ れ ろ 。
サ イ ト過 程 を 差 え る 。 £ の 任 童 の 格3点
(寸ぐ')}♂過 ラ送Lτ は,ガ ぐ}ド 。以、下 扇 嫌)が'ノ 大
費 芝 がN以 上 の ク う ス9一 に 属 す る 粒3(朗
、)1三ボ・ン ド)に よ っ て 占 あ ら れ る石窪津 をLR}c?)




1てざ フ マ 定 義 掠 るP(9))さ 戸 曼孟 多麟}
6(勘 ω伽 嚇)乞 呼ばれ*1臆
の 格}薫 、(drご」ン 狩)か ド無P艮 に ス を ノき ク う ス タ
ー に 属 ,す る 粒 さ(閣9ち ホ義〉}ご')に ぶ っ マ 占
・め5れ う石窪率 を 表 わ す 。 晃 は 功 の δ う に 是
姦 ミ 畝 る 。
免=sし しP{斜p(9二 〇i q、2)
渇 』直 裡 論 の 主 な 課 愚 なノ 様 々 な 纂 δ に気†し
マ ニ フ の 過 農 の%ノP㈹ を 棄 あ る 峯 で あ る.
曇毫在 の 衝 ノ 解 月叶 的 な 方 三玄 に 基 り て 角手=0、肌 て1)
る の は,し)く つ か の 刷9ト を 蘇1)て 落 在 し な い 。
主 に{級数 屡 圏 の 方 多去ノ モ.Lテ カ,し ロ3玄 に よ っ
て,了 。 の 植 が;綻 ミ 照 てPる.表 ⊥ に,
王冤在 粛 め ら げへてPる ～も の 但 を 示 す 、 兄(』),
*)P(9攻 を 三受透 雍 率 ヒ呼 ん で り ろ 支 南ボも あ る.
P(9)は!ノ 全 携 ト3乗…、1二女くrする,無 「β呂 に 工 き ノぎ
ウ ラ ス タ ー に 属 す る 粒3か ・彦 あ 花 格3薫 、の
婁1レ合 も え支 わ 疹 。
ク1
NonteCarlO Series廻ethod











Tr■angular 0.3410,349 0.4930,486 0.3473 0.5000
Diamond 0,390 0,436 0,388 0,425
S.C. 0,254 0,325 0,247 0,307
b.c.c. 一 0,178 0,243
f.c.c. 0,125 0,199 0,ll9 0,195
,




晃⑧1ま,そ 淑 ぞ 畝 ポ㌧ ド 過 握.サ イ ト 過 耗 の
臨 界 三妾選し纏 率 を 志 わ す 。
解 靴 的 に 諏 窮 解 の碍 ら1れマDる イろ1いまノ ー 定
の酬 轍 を耕 っB城 格3(又tま(塘7厩)
に於 ウ る三麩 過 程 で ある.眺 鰍 飾 ㍊)
は 、が 関 教 の方 三玄 に よ っ て 酬 五教 乙 の 威
務3の 魔堺 凌 透 確 率)ま,ボ ㌧ ド過 程.サ イ ト
過 物 富 らず/足 一i)τ あ る 峯 獄 し た.
更 に 彼 覇 ま,侵 透確 牽胸 石 張 の大 芝 芝 を も つ
!フラ ヌ 勺 一 の 平 均(う 二た ま さ β6う に 財 す る 表 式
を 与 之7ヒ。 図 ろ は 、 循 馨 に ぶ っ て そ昇 ら れk
8P`9)ノSび))尽 ・ひ"イ三 童 ・「)鶴,3,♪ミ、(ホ ご))♂)が ＼酒 乃農 ・ワ
大 を 定 を も っ ク う ス9一
れ 了三 寸ごニレ}ご・)
に.属 すrき 粒3(閣 か



























. _=一 一.三 一 ・_一 一.._一!_.ニ ーL-.『 …
擁 『"、 ・ ・:,"1、 一_し 』lT!← 一
'図
.3.
9卸 に 礼 た 臨 堺 渇 透 確 動 ㍉ 格5の)匁 元
う数 の 勢Z・茨 菊 う れ う 勘 に ま ヒ(めら れ る峯 か・{経
竣 的 に 知 ら 幽 てDる 。 ホ㌧ ド過 程 に財 し て




と 目 う 蘭 係 式 が 数 協 の護 差 の 魏 囲Zご威'ジ 立 つ
こ 乞斌V轡 ω殉 鶉 ミ5っ て才旨摘 之れ た 。
艮ア ち,二 ⊃髪 元 格3に 文オ し て1ま ヌ 兄(の 二2ノ 三.二芝
灸 格3に 財 し て は2釧 り 一 応 か'ノ 表Zに 矛・
す さ7う に 薇 熱 で)ま な し)分ぐ',3し)血 欧 τ 戯 主 彦
る.サ イ ト 萢 握K対 し て ば.9ぬ 寂 び
12)
が 導)＼し た ○似ン乙ご(ソ蝦2～伽 フ趣薯 ム
(こVτ二♪ かド/よ の 」近似 ヱつズ元 界 襲 教 に ノき っ て
し)rう。CVFば.臨 界 ヨ凌ミ解 窪 率 兄(ミ)に掻3
の 充 二順 因3尋 を叢トウ る こ ヒ に8っ て 鍔一ら れ る 。
た 填 因,3ヒ はノ ゐ 掩3)ミ 、に 置 力、岨 た,直径 ・が'軽
3闇 隅 、二事 し 、♪「朗ミ(二 或～ヲしの τ聡)ま)耳 級)1=
よ っ て 彪 め ら れ る く牢嶺(働=積)の ジ 孝も5全
体 の 体 穣(面 精)に 文オす ろ 勢レ急 を姦 わ 窃 。 表
21こ 示 、す よ う1(二 、
卵 瓢=/:1幾;総3:凶
が'戯 立 す る 。
9
Latt■ce Z ρ0(b) zρ0(b) f ρ0(s) (s)fρ0
HoneycOmb 3 0.6527 1.96 0.61 0,700 0,427
Kagome 4 0.68 0,653 0,444
Square 4 0.5000 2.00 0.79 0,590 0,466
Triangular 6 0.3473 2.08 0.91 0,500 0,455
Diamond 4 0,388 1.55 0.34 0,425 0,145
S.C. 6 0,247 1.48 0.52 0,307 0,160
B.C.C. 8 0,178 1.42 0.68 0,243 0,165
F.C.C. 12 0,ll9 1.43 0.74 0,195 0,144
H。C。P. 12 0,124 1.49 0.74 0,204 0,151
農2.
と 玖 ら の 文 元 示 変 数 創 郭)れ は"、髭 晶 播3
が'是姦 で"き なv)」違 級 物 貨(ヒ く に三夜簿)ノ 無 是
形 物 唾 な ど に も 三受 透 理 論 を 適 用 す る こ ヒ かごで'
き る 。 ぐ訓 え ば,サ イ ト 過 程 の 元 田 で は.・粒
}の 夫 き さ が'現 象 に 於Cて 》突 め ら 淑,そ
σ)鞄3の 彦 あ 蓉 蜂 ・嶺(面 粕)の 」訓 倉 が'砺 を
葱'え 淑 ぱ ノ そ σ)罷3は 無 眼 に 大 き な ク ラ ズ タ
ー を 干多戯 乙 てPゐ と,考 え る のZぐ あ る.
)契に .i曼 透 理 論 の 具 体 的 な 応 陶1るllをt)〈つ
カ＼紹 ・介 し δ う.
2)
例i.果 樹 圏 に お ウ る 病亘禰 一一 ホごソド過 程
正 お 格 う の 格5薫 、に 麺 耗オ芝 淑 る と し5　 う。
亀 σ)蝸」ノ ー つ の 木 に.生 ひ た》虫1著 が'全 体 に
玄 がxら な 、)よ う に 植 樹 し な ゆ鱒畝 はワま ら な
し)。 堵 ・)為 に,隣 リ心 っ 尺 本 に 虫 薯 が
・伝 築 す る 碓 毒 が'正 オ 薄各 う の 脇 界 」浸 透 ・る窪
事 」竃`わ、S)レ火下 に・な る δ う な 戸乱蒼琴ジ乙・麺 耗才芝
・れ う.
ユ,β,'4,ノ ぎ)
例z。 耗劫 憲磁 性 体 一 サ イ ト過 麗
毘 一(み 合 金 の よ う に 強 磁 性 体 ヒ非 磁 、惟 侮
の 薄し晶 てこ量宣ノ 非 議 惟 捧 の専 レ合.がへτ鍾ず と キュ
ー リー 点 が 城 ケ し 、 遂一に あ3霞 度 でoヒ
な き.最 ミ色藷 ス ピ・工 間 綿 互 侮 用 の み を
彩 っ イ 》}り"膜 型 毫 ヒ ヅ,絶 如o度 を 秀
え る 。 最 近 堵 輪3忌 を 修 め ヒ ご 個 の兜
磁 惟 イ 才 〉 に 渦 在 す 多 ス じρン は.協 の オ
紬 も そ ろ え る 。 こ の 脇,二 個 の 姦 滋'1生
イ 才 こLセまノ、'っな ・わ欝=〉た"ヒ 、、う こ二とlcず
多 ヒ.黙 眼 に 犬 を な 識 磁 う監 ろ 才 ン の つ ラ
ス タ ー 心・為 在 す ち 賄 に の み 系 は 強 滋 う皇 を
示 す 、 従 つ て.キ ゴ リ1置 度 が＼0雇 に な
る 強 磁 悔 イ ォ)の 濃 痩 は 、 暁 界 三妾透 羅 津1
兄(≦)に 一 教 ず う こ ヒ レ(!急3。
無 萩 序 系 の 電 気 魚 導 の 間 懸 に ⊃ま,最 並 上 く
に づり く の 飛 匡)ノ6・ご・な 芝 照 て 、)る ・ ・伝 導 亀3の
どうコフ げノの
局 物 非局 在 の 判 良 ノ モ ヂ'L実 験1=よ つz
2議 ぎ)
られ た麿 気 傷 導:ヒ 侵 透 雍 率 乞 の対 応rデウ.
ユ　ノユフラ
電 気 伝.導 の 撫 播 ・)・分類 箸 に 応 用 屯 畝 て,)る ・
こ こ で・は ノ 景 診 嬰 型 的 た 応 嗣 仔へで あ る も 輿 白5
鶴 の爺 につP齢 旅Z幽 鰯 ぬL葛
誘 論 も1総・恐 し δ う ・
イ引3.無 観 亭勃 艘 中 の 壱 輿 的 な 電3の 渇 在 一
β非 局 征 の 判 定 一 二々 元 不 嚢 数 の 元・閑
無 秩 銘 な 雫 ラ}シ ャ)し 〉(も 中 を 蓮 勤 す
る 壱 典 飴 な 電5を 潅 え る.彪 …}の全 工
舞L)しギ'一 を1≡ と す}孜1ま"ノ脅3>}δvcヂ⊃く1三
屯 ∫為足 す る 墜 簡 内 で σ)み翻 す モう 。
φ(£)一∫1(?譜/∫評
に&っ で 是,義 さ 淑 る 関 教(‡>C三)はノ エ ネ ル
ギ ーEの 種〕う かこ'還動 し う る 屋 闇 の 専1ノ急 を
姦 わ 葛 。 φ(の 〉(砺 の 賄 に1ま/そ σ)慶
間 は 無 限 に 広 が・っ て 、)る.(P儀)二 て㌔ ヒ
な る 三dが モ ー ビ ゾラ ・エ ッ ジ を 与 え る ・ 釧
え ば ・、 三 二紫 え 髪三圏 で 苅"う ス ノ分 在フを す る ノ求⇒
ラ}三7jLに 支寸 し ヱ は ノZあ 二()、llヲヒ す1れ
ぽ 、 亀=▽-L・3v伽 ≦ を 揖 る ・ 但
し,▽,〉 協 ～ ぱ そ 》hそ れ 耳〔均 廼 ノ蚤 ・ひ・・分 考女
を 蔽 わ す.
エ に紀 介 し修 曼透理 識 撫%の た 閑τ は,
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つ な かsリ を 晋多ξ戎 す るu粒3"ぐ 開 わ、れ た ホごン
ド つ な.周 囲(り 粒 う の 眺 置 に よ ら 引_是 の ろ毘
華 で 各 格3・康…、(ポ)}つ を 占 あ る ヒ仮 是 之 溢
て ～)る。-2y婁 在 のi系で・1ま.壱 しiう粒 、多 間
に 和 互 倹 用 が あ る の が 普 血 で あ ワ 、 系 の 盆 裏
が 鄭 蘇 で な し)限 リ 紅3の 配 置 に ば 粗 蘭 が 落
在 す ろ ・ 従 っ て,実 藤 の 沁 用 に あ た っ て は,
粒3間 じ 狙 互 ζ論 の あ る 添 の 滴 限 寝 度 ⇒欠熊 に
於{ナ る ラ裂ミ樋 矛蓬 茎…彦 え ね1安 な ら な の 。
粒 こ}間 に 担 互 ぐ仁用 の あ る 系 の 獲 透 過 権 は.
kん繊)こ よ っ で 秀 纂 芝 れ 老『14濁 ざ、 互 し,
に 木邑灸 ζ㊨ 吊 す る 二 う薩類 σ).厭3ハ ノB」6＼'奏程1昇衡
今 布 す る 系 に お ヴ るB原}の 遇 透 過 二程 を論 び
、 ♪契 の ま う な 言1玄 に な つ で,臨 界 三ξセ郵 窪牽 の
こ星L獲俵 も4塗 を ギ め 氏 。 ハ ノB二 葦董美奥の 漂3
の翫 遷 ぱ、F協 一擁 の 触 エ ネ ノし ギー が
一景!1一と一,う ・条 幹 で 隈 あ う れ る 。 こ の 陽 .工
こLトロ ピ ー の 計 草 に ば,撚"繭 堵
が ラ
のPω ン≧ 誕Lイ吠 望…用 け る.⊃ 欠8こ 、B原&の 藩 ・
つ ラ ス9-1二 仮 オ蓼 的 に 十ノー の 密 琴 亀 っ け/
眺B、 腺3対 が 訟 視 し な ・吃"う 一条 杵O下Z甑 、
ハ ノB+ノB軸 ゐ＼ ら な3弄 じの 工 ニレ ト ロ(∠2-(よ=ヒ
渇 様 に 魑 立 イ甚火て・宋 め る)最 大 ・)糸 降 が シ,
B†魚3ヒB㍉ 焦5σ)象 痩 の 差 を 船 あ る 。8扉 、
3の 劇 合 を 夕.ハ,β 原 各 の 霞{量 に あ て 次 あ
ら}れ ちA-B旅 多文建の 劇 心 を(ざ(Bノ 裕 う の 函乙位
数 を ヱ 乞 す 畝 ば,9>((z・ 一ゆ/(ヨ ・一>>冒AB
(D{条偽 が'幡 さ れ3脇 .ず 除3ヒ{3一 澱3の 嬉 度
に 晃 の あ る 角尋が'出 τ昆ず う.こ の こ ヒ か ら,
従 、ま 臨 堺 ラ受1透多匿孝 に 財 す る 二髪(つ数 六＼を 与 え た 。
z・-i
兜(s)=儲 一1)礼《zイ(1一 歪4Pεう (1、ぎ)
イ旦 し 、 β==ン 後T/4£ …'二2ε 吾B-2β冷一 ε88
一 ε
湾ル ーぞ 凶B,-2βGlま,!4一 ノ4ノ!をB・8"ら
各 壕3.文 オ σ)才盈灸 ざ左 雨 工 ネ.η1ぞ'一。
勧 ま ポ1し ツマ ン 曳 数,「 隔 、ま 賜 雇 。
α、5つ式 ＼に よ 出 は・,3ビ の なE'の ∠巳 費 に 応 ひ
一ご 図4に 禾 ず δ う な 「昼 度 依 落 ノ})生を 禾 す 。(ム5)



























る 値 ピ ー 教 し な レ嘩 τ・あ る.君Pち ,丁=凶
に あ'1}て は ノ んB原3は 兜 ・全 に 無 萩 序}(商z訊
誘 る 為 、蓬凄 に俵前 る號 界逼 透,多窪幸 は 丁二 図 で 従
衆,σ)碗互 に 一 敦 し ノき一ケ 顧 】ご^な ら ノを レ、かぐ,Q.5〕)ラ弐
ば か な リ ノNさDイ 直 を1与 え ろ 。 こ オい ま,隻5)
式 を導 く 時 に 恥)ら れ た 近 似 が ノ 系 の 空 圏 的
な 構 造 を† 今 廠 り)＼唄 て ・)なし】華1こ,㌻∋ ～6の
ヒ 汚 え5颪 る 。5を 三透握 論 の 下む 爾 の と め に は、
臨 界 景 透 碑,景 透 握 牽 の 近 似 に ざ らrδの 、 よ
リ 正 多窪な ラ墨凄 イ衣13ノ陰 ぎ 未、あ る 泌 辱 が'あ る 。
こ の 論 女 で」'は、4走 巣 の ラ委透 理 論 の 拠・用.3曼
透 裡 論 の 項 限 轟 凄 系 へ σ)拡 多農洩 α そ の 施 囲 炉
行 な わ 承 る 。 ま ず 易2孝 で 直,　 従 集 の ラ島度
に イ表 修 し な レ、三屡孟 モ里論 力博'ノ昏一No導の 多象磁 、4}生イ
ォ ン 、 及 多蟹石捻ノ性 イ ニ才 ン カ＼ら な る 二 元 ノ合、ノ金1(旋?
国 さ 颪 ノ 絶 文†0蔑 に お け る髄 和 磁 気 モ ー メ ン
ト・の 括旦齪/依 魯4生 が'ヨこめ ら 幽 る 。 そ}れ に.写っ
て ノ こ れ ら の ・合 盆 くD禾 す 奇 歩々 な 磁 気 的'1生綾 に
対 す る ブ葛イΣ ス ヒタ)摸 型 の 立 腸 が ら ・り 解 歌 が 行
な わ 漏 。 第 璋 で は、 酒 磯 薩 、く甜 ろ
/8
3受透一過 「程 が 秀 察 さ 畝 る.ま ず,奏L力 営 的 概
限 を・囹 、)て遍 雇K依 為 す'ろ三弓孟 確 率 ,臨 果ヲ曼
…査罐 率 を髪 譲 し、 側 ヒ し で 二潔 元 正 方 径3イ
ジ ニ ゲ 系 に 卸 ケ る+ス ヒρ二 の 薙 重過 腸 を考 察
す る 。 言†算 犠 髪 、鹸1(ま っ て,三 憂五 雍 率 ,莇
界接郵 鶴 の場 穫依落性 秣 あ る.麹 章
に おDて は ・ 臨 興 ♪ξ・よ リ ヱ の ヨえ/牽・金 属(～ 轡 ・
α顛 御 漁)に おウる塗属一非 念属転
麹 が 格 う 気1牢摸'型に墓(1て 秀 察 芝 嵐 る。 ヨ墨
震 に 依 存 筋 端 透 裡 論 を 国 ・ て,金 属一非 全属
動 移 兎 の 遍 度 依 移 ・隆 長 伊 等}葱農1線K三段フ た 電
気伝 導度 の温 農依 倒 脳 喋 あ ら眠 紬 ら1(
財 す る3え 体 の 屋 閤 的 構 董 の 劾 果 が'網 ぺ9温 る.
笏 ケ 葦 で1ま.べ ・一 ラ 篇3エ の 棒3気 捧 の 掻
度 に イ表疹 す る ラ受三透一三墨程 が,一毎 関 敬 の 方 三ゑ を 吊
し)z.厳癒 に じ か れ る.環 透 彩崔幸.脇 昇5受透 ン彪
率 な ど の.厳星 な 湿 農 ・俵 宿 ・隆 か一与 え ら 水3、 ス.
殊 魏 物"い ゆ 劾 ら い)概 盒 が 導 λ 乏 吃 軽
3気 体 に チナウ る%≦ 乞乾 物 が 彦 察・乏 れ る 。
/9
らゲ へ
弟 二 章 絶 対 ○.度に お ウ る 二 元 γ ・含 金 の
壱乞永D磁 え モ ー メ ン ト
§Σ一 実 験 裂 契及び従 朶 の解釈
F込一Nじ 募 の 調 ゆ る イ 〉 ハr-/含・金 、よ,奪 寿徴 の
甥 一31)
あ る ・陛 噴 を ホ す 嘉 択 知 ら れ て の る. そ の 亮
の 由 来 す る 普 叢Lの ・金 属 に 比 へ・て 一 ～ 二 鮒 ノ}＼さ
し}契膨 張 係 数 ぢ け で な く.夫 芝 な 正 の 捧 積 磁
歪 ノ ノ飽 歳z,磁くヒ=の急 激 な ノ孟度 変4ヒ!弓 壌磁 場 磁 ノヒ」
曲 　線 の 大 芝 な 勾 配 な ど が'知 う れ て1)る 。 又
ノ 種 π の 吻 帷 のテ組 成 ・依 落 柱 を 量 る と.図51(
膜r試♪首Oに 牙く才 と}/てて 】)ゐ ・i∫う1(秦曇膨 多長イ弄5数,。キ
=L一リ ー ラ品.度ノ 豪包素n滋 妥しモ ー メ}ト の 急 激 な 減
ケ βW姦 留 捲 硫 の 急 激 な 上 昇 力"特 定 の 組 哉 の
.近傍 で あ・こ う 事 か・観 遡蚊 れ てDる 。 イ ン バ'
一 合 ・金 の 筋 一雀実で・あ ろ 興 幣 に ・1＼さ 口 熱 膨 多長係 数
)ま、 そ ・η 磁 気 的 性 綾 ヒ 察 蒋 な 関 ぐ系 愉'あ る と 秀
え 弛 てP裁 既,燈 な卸 購 磁 歪
套 祷 つ た め,物 温 度 の ヱ 昇 に よ う 強 磁・帷 の
)亟玉.5.
τ三:キ ゴ ソー 三墨 度
呪 ～麺』只影彊 く条敷
戸 ・髄 和 磁 気モー,・ト
乳 こ残 暫 抵 誼
M
革{失 に くi半っ て 体 積 が・月又縮 し ノ.i遍2離の 考寒 賜 多長 を
訂 増 寸 峯 に ま つ て ノ 諺逸遷1持 唄ZPる よ う な ノ1＼
ミ な 賜 張 係 数 を 永 す ヒ 秀 え ら 項 マ})る ・ こ・
の覗 象論 に従 え凱 圏壕 を鰯 郊 奉積磁 歪が正
で 穴 塗 な 値 乞挽 ・っ か 窓 び 何 教=キ ェーリ ー ∫畠度,
擁 和 磁 気.モー メ ン}が 図 ケ に 示 芝 れ 紀 よ う な
蓋亘蕨イ良{乞'}監を さ券 つ カ＼と睾1うご=つに 弓〉げ て 秀 え
る 專 が・出 朱 る で あ う う 。 こ こ マ鮎1よ、4麦者.
二特 に伽 磁 気 モ ー メ ニ ト の 組 蕨 依 倒 生 に っ9
マ 拷 察 す ろ 。
イ ン ベ ー 合 金 の飽 和 滋 …乞毛 づ ン ト の縄 駅
俵 存 性 に つ ・ て 吼 フ9く の解 妖 か磁 み 弛 て
2/
・)る・ μ卿 吻 と8謝 ♪駕 酬 じ《
金 に対 し最 近 露 ス ピ 〉圏 の 麦 換 担 郵 仁用 が,
各 ス ヒ〃〉 支オ に つPて 、
J翫 硫>D ,Jん こF4>D.J義耗 くOq、6)
まi為足 す る イ ジ}グ 襖 型 琶 囹uた 。 後 ら は
ノ 今3楊 郵 航 の範 圏 で 、篤 乾醤 、顎 二駈 舅 杁
ヒ9)ピ ー ス げ ン の 薯 レ合 が='}司6一乙・あ{う ヒ 仮 是 弓
淑 は"!愛 和 議 気 モ ー メ ン ト が あ る 鹿 界 組 藏 て"
スL一 タ ー 一ホ。一 リ こレ0塾由{線 ゼ、ら}さ す"オしOlて7ま
ソ,更 にIJん{醒1へ1丁 粒蔽1岱t〔ア秘司 と す れ1こ そ
の 臨 彫 鰍 がNこ 姻R≧ 。、ワ!で あ る 集 を 示 し た。
3撫 擢 乞 ∠)醐 施 ル んoヲ㍉な,臨 一トへ餓、醗 一F宅、
P夙一職 の 各 合 全 に覇 し ノ 麦 硬 担 郵 仁 国 は 価)
ヒ 扇 ひ 不 努 式 を%足 す る ヒ 仮 是 し 、 更1二 反 麹
磁 性 ス ピ ン(陥 ヌ、さ 秘))ざ 、 差 の 景 並 麟 各3・
)崇、に二)司種(」)て又ヒ2こ.が'うき9<し信 石=す1き 騎 ⊃ま ノL黛、ら す'ら
乙♪も 早 妬 「二函Z69セニず ノ4頃 も)た オ1司r乞 向 く ヒ す
る 奉 に ょ っ マ/実 駿 争 婁 と よ く あ う 髄 加 磁 気
モ ー.ヌ こLト の 組 疹ぐイ長 為'惟 を4具 在 。 又,手 ～,」.
w蜘3搬 矛 程 に は 二 つσ)異癒 る電3状 熊N
ノ
艦 が 信 仕 す る ヒ 仮 定 し、 現 象 論 自勺に キゴ リー
ラ動 蔓/飽 和 磁 乏 毛 一 メ ン ト の 組 歳 依 庭}帷 を 求
め た 。4疋 は・ノ ～ダー 艮 は 穎 球 態 τ はoケ/αBの 、
又 τ2堰 態 τ'は 黛 ♀戸Bの 議 気 毛 一 メ 〉 ト を も6 ,
属 煎'態 τ は 反 強 磁'1生65に,透 兼 熊 τ 】苫多鞍徽 惟
的 に 魍 互 侮 国 ず3ヒ しノ 更 に{組 成 が'蛎z轟 。、ワ!
まり醜 側 ガ1ま～rユガ それ羨り残側 τ1ま～r、が 辱良 τ・あ るヒ仮
した。 一姻 瓢 ¢組 噛 戯 で ・、6μ。の磁 気毛'メ斗 群 つ強磁
性 伍錫 詑 し、 観 劉 猟3飽 和 磁 気毛づ)ト のゑ激 励1
・レ は 粁 ¢が ～鍵'ら ～白 に 駈 病 筋 こしじ ぎっZ起3ヒ し化.
こ れ ら の 局 在 ス ヒ㌧ 寝 型 に茎 く 解 瓢1て 対 し、
バ・ン ド 理 論 か ら イ 〉 バ ー 場」1}主を 説 日月 しδきう ヒ
Dう 試 励 な舗 て量)る。 ん κ灘3㌔
ズ ピ 〉褻 の轍 閾 係 な%-D32に お1ナ
る 係 教Dが,ノ 胞 ド 内 の 亀3数 に よ っ て1ま 負
の イ直 に な り,多 曇磁'隆4ズ 鷺 か・矛一!穿定 に.な5嘉 に
3主9し1そ 。 学蔑 ば ノ ー ノ電3バ'ン ト・のDの 診†茸
)こ豹)て ノNこ 。3Eα フて位 の 組 歳 でDの 符 号 が
23
へ
変 る ・峯 を 示 し ノ キューリー三厳.ノ 飽 ネ[L撹、ξし毛 一 _メ
}ト の 組 哉 ・俵 イきノ性 を 求 め た 。 喰 包和 ジ読 気 モ ー
メ ン ト の 組 威 俵 存'}・生 、δ1k納 ら ヒ1司α 形
を モ つ ・ ヌ .T.隙 籾 野 。ん ∋6な,ス ト ー ナー
換 型 に よ る 解 妖 を 試)ナ1ヒ 。 面1じi乙 お 希 さ σ)
械⑩ ハ焔 擁1度 曲 課 に 向 フェ)しミ 面 近 傍 に 島 し1
ピ ー ウ かご'ある 嘉 ゐい矢αら}れ て 、)る 。 醗 で・は ノ
+ス げ ン バ㌧ ド 》彬 齪 れ て お リ ノ ー ス ピ ン バ'
)ド 、ま こ の ヒター ク に 兜 干 の ノ塗3Lを 亭毒フ て1)る 。
虐 盆 に し て 孕 均 亀3教 が・へ る と7エ'しミ 孝 泣 が・
下 リノ 置 定 バ ン ド 旗 型 の 娩 囲 で は ノ フェILミ拳
位 が 一 ス ヒ9>バ ン い の ピ ー ク も 庫 ぎ う きZつ さ
一 ス る・ン バ ン}♪の 堅 多しかきき し
ノ 従 和 磁 気 モ ー
メ 分 は 直 線 的 に 増 加 す3か'/フ ヱ1しミ摩 位 が
一 又 げ ン バ＼ン ド σ)k二9一ク を す を"る ヒ ノ ノ角劾 女
換 才9互 作F自 二がづ℃芝 く7ま 、)B脊にDな 、 十 ス ヒρ♪)べ
〉'ド に 務3し を 生6・ 乃 渉 が'与 定 に な る 峯 が"(弥り/
=Lφ 爵 豪包孝ロ多該姦 毛 一 タ 》}ば 羅 こZ"毫 、に ノ}＼芝
く な さ ・ こ の よ う な=考 輪(差 乏 ノ ↑ 図こ3哩ぬ
はw羅 ℃ 脇 轟97♪ に ょ っ て5.え ら 淑
!
2タ
状 態 嬉 度 の ヒ ス ト 勤4醐 ・ マ 、Nこq、g貼1
の 組 浅 で 急 激 に ○ に な る/k畝 ら ヒ 旧 ひ
馳 柔・磁 刻 毛 一 ソ ン ト の 組 威 振 信 惟 を得 按 。
と 述 の 各 解 釈 に ざ っ て 傷 ら れ た,M麗.合 全
のノ獅 磁 気 ニヒづ ⊃ ト の 組 哉 俵 制 生 を ま と あ



























オこ の 章 の 目 的1さ,局 在 ス ピ エ 履 型 じ4是っ マ
∠ ン パ ー 倉 金 の磁 死 助 性 贅 の 解 釈 を 従 柔 ヒ は
要な 召 角 度 が ら行 り フ ニ纏 類 の 繍 、鐙 属 ヵ・ら
な る三艮畠9のノ磁 凱的'隆 後K財 す る 鴇4)皇悶、的 な
旛 造 の 寄 与Kつ の 一Zの 知 昆 を得 う 峯 で あ
ろ 。 こ こZ"1よノ 最 も 単 純 な 襖 型 τ あ る 二 元
イ ジ ン ク膜 型 に 甚 し)た疹憧 機 宴 動 こ ぎ っ て 、
甚 危 状 態 の ヌ ヒ9.ン飢 多ll力讐＼≡突dへら れ ノ 」浸 透 理 論
を 用 し)マ喬色対0度 に 於 ウ る喰包柔1滋 気 毛 一 メ ン
ト ①組 哉 倣 伶 φ生 か 求 め ら 釈 る 。
ε ～2。2毛 子"♪レ
二縫 類 の ス ピ ン ⊥♪Zが 面 心 笠 右 径3に 屍
・全1(無鞍 序1(・会 布 しノ 各 ス ピ ン は磁 気 モ ーメ
〉 ト μワ μ2を 持 フ ヒす ろ.景 並 撒 ピ ン
圏 の み1⊂落 在 す る 交 換 才目互 作i用は.U、6)ヒ 局
ひ よ う に 名 ヌ ピ 顔 寸 に っ1)マ ノ 茨 の 働 継 堪
す ヒ 仮 髪 す ゐ 。
≧6
工 、〉 ○ 、 こ只2>○ ノ 丁22くo .(2・の
各 ・格3薫 ・の ス ℃ρン 愛 」教 侍 ノ 十ユ屋 ぴ㌧1の ど ち ら
か の 値 を と る 。 漫 遠 理 論 に 窃・ヴ る の と 固 θ
よ う に ノ=駿 ヨiL慮二=荏≧3薫 、に 褥,在 す る ス ピ・ン 煙 ユ
の ノ疹女寸 を,"つ な が・っ1そ"ヒ 輩巧≧ぼ"う 。 委 の に
つ な が ＼っ た7ピ ン 麹4の 也 ツ ト は,峯 の 含 壱
・全 マ の ス ヒρこレの 均 を を 耳三特 に 鴬 】え る ヒ イ及 定 す
る 。 こ の 仮 是 ぱ,IJ㌔ 一 ノロ121》 にら2}σ)蜻
に ほ 正 雍 で あ る 。 白 き の 揃 フ た 、 互 レ)に つ
な が'フ た ス ピ ↓ の セ ッ ト を"フ コニ ロ つ「ラ ス タ
ー η ヒ 跨 ・淑 .丁 陰 〉OZ'あ る た め 、 ス ピ ン
糎2■ ま フ ェ ロ ク ラ ス9「 こ寄 与 す 苔 こ ヒ が'忽 乏
る 。 与 え ら 淑 た ス1ご ニレ孝重2の あ1薗 の ス げ こ.
が 、 そ の …邑 傍 の ス ピ ェ 種 ユ の ス ピ ン ヒ ス ヒ9ン
の 向 ミ も揃 え ろ が 舌 納 ま狛 互 佗 用 り 大 小 、こ ぎ
っ て;突 あ ζ・れ る 。 ご「h/Jl2ノ 」22の 正 多窪 な
デ直 ば 知コ ら 噴 て 、)な ・、の 一乙'ノ こ,こZつ 女～の パ う メ
ー タ ×oも 葬)＼ す る .耳 アち ノ ス 受3=〉禮2の
≧ク
ー 個 の ス ピ ン の 最 五 猪 格3
、逢、に 落 夜 す う ス ピ
ン 毯 ユ の 双 ρン の 個 教 叡 ×。 以 工 の瞬 、 そ の
ス げ ⊃ 糎2の ス ピρン 、ま ス 》ρエ 種4の ス 巳rこLヒ
)司Cナ δ う に二撮 奏轟 う と イ侵 奨…_す 鞠るo日 目 ら が1て ノ
× 。写12†(z-×o)丁22≧ ○
ノ
(×びイ)訊 ユ十(冗 一×。†!)」22≦ ○.
(2、2)
の 蘭 係 を 煮 混 す る 。 こ こ に,乞 は 才飴 の 翫
位 敬 で あ る 。 又 ノ ズk⊃ρ〉 纏2が 鶴3の,表 面
」〔 じ あ 引 魏 店 肋 黒擁 ば ×・≧6の 痴 さ,
更 に 一 ノ看 の ス ℃'.〉配 弓llをイ庁 ウ カロえ て袖 正 し ノ
Xo<6び)昌昏は 無ネ夏,する 阜 に3る 。
今,系 は 無 碓 に.大 吉 い じ す る.ス げ)ラ 薩
1の …繧 ¢ が † 心 ノト さ 、崎 虜 ど の フェ切 ラキ
ス ク ー ○ ズ き さ る7角 限 マ』'あろ う 。 但.し,ス
率 フ土・ロ ク う ス タ ー の 大 き さ ピー ざノ 』その つ う
ス9一 に 念 ま 》れ る,ス ピrエ 蒋4.ノ2を 心
由 地 ち ス ヒ.}数 亀 さ う 。
鍛ぐ 工 覇…生.2し は 旭 ・分 患窪を 老己之 ノき し}ヒ 寸 う 。
三受透 そ里論 にノ従 え ば ノ 三灘 ¢ が・易 ろ 撰茜界 弓農捜(30
を蛾 え る 乞 、 勲 艮に 天 竃 な フェロク う ス タ ー 加
喧 一 個 隻 ひ1そ の 暁 長 匡鴫 鎌 序 か繊 硯 す る ヒ
ほの
湾 え う れ る。1石 督艮(D天 …芝 ミ を ヰ寿 っ フェ0ク ラ
ス タ'rま ノ 男 の ス げ)の 向 き が'.各つ ラ ス9一
毎 に 無 秩 序 で あ る と 秀 え5淑 ろ の で 磁 バ乙に は
審 与 しなv}。 又 、 フェ的 ラ ス9一 に 飯 ヅ込
ま れ な か っ 在 ス ピ ニ 綾2の ス ピ ↓ も ノ 」』2〈0
一乙一あ る が ら磁4し に 寄 与 しノ3の 。 褒 っ ヱ.毛 農
穫(3に お ウ る ノ つoフ ス 》oン 当'♪ の ろ～古19の看包和
磁 気、毛 一 ソ 〉)一/∠Cり ば ノ
1μの こ
÷/陣 ω+鯉2ω!『3)
・イ ーe>ε 。 ・
で 与 え られ る 。 酌 ざノ 系 の 一全 ス ピ ユ数 で 筋
リ ノ 帆(ρ)ノmユ(ρ)は 塗 れ ぞ1れ 無 眼 に 大 芝 な フi
29
瓜 ク ラ ス19一 中 の フ(ピρ}臓 …⊥ 尽 御2の 個 数 込
あ る 。 我 々の 藺 塁知 まノ 毒も」界姦 護 己、を パ う メ
ー タ ×。(D関づ敏 ヒ し マ ま}定C
!mlC(3⊃ノ 舶2(ζ,を
易犠(Lの 蘭 教 ヒ し τ 棄'め る 峯 に り吊差 す る 、
こ}れ は ノ ス ヒo}謹 ユ.ユ か ら な る 系 ・に さ∫ウ る.
ヌ ピo⊃ 麹 ζレ径 ひ・一 省}の ヌ ピρ)灌2に つpZの
サ イ ト邊 透 覇 蓬 の 朗 顯 ヒ 客 価Zrあ ゐ 。
§2.3壱僚 機 曳鹸
・き†章 撫i(㌻
っ て 肇≦{主ミ せ7三)疑イ以、古し教 をF司 の
てノ ニ 穫 の 又 ピ 》 勾2をN(213)個 の 序勧
魚 を も つ 面 心 立 言 格3rに 無 鞍 序 に 西己置 葛 る 。
ノ4剛 く・砺A-C示 さ 幽7Dる プ 〔1り"うム に従
っ マ!5え う 淑k× ・ノ 霰 度 に苅 し て フ』切
ラ ス9一 かご丑多威 迂 淑 、 彦 ク う ス ・9一の(Rにcら
砥2(¢)が'フ ウ ト プ フ ト 芝 舶 た 。
漏 β艮兼iOお ウ る 書ヤ璋 磯 実,険tOε っ て 、 遠熱
募 蔑 εoを ジぐ定 す』る た め く!⊃ ヌ～(ろ蘭 教F玄。(暢(り
3ク
苞導 λ す る 。
㌦ ㊥c)二 青 ミ 畝((茄).
lo燃≦船 ≦ID(崩十 ゆ
@・4)
般((3>ζo⊃ 二二 槻1ぐ(一 ノ〉ぐo)一十 γ12(こ ノX。) 。
F～(。(鍮}ごハ よ,与 え ら 　れ た ×。ノCを も つ 一 つ の
サ 》 プ ル に お り て/ゆ 蝋 ≦ 噴 〈10鰍 報)の ズ
乏 ミ を 藷 っ フェロ つ ラ ス9一 に属 慧rる ヌ ・」Pン に
き っz葭 あ ～ 嵐 る 年各さ}ミ、の 制 合 を 蒸 わ しノ フ
ェaつ う ス タ のー 生姦 を 示 す ス 塵 に な る.図
7ノ 図9は 宅の 側 も 示 す ・ 飽 髄 磁 気 モ ー メ
ン ト 戸 ぐC)は 似3)式 に ざ っ て 粛 あ る 峯 が む
芝 る ・ 図 恥 言・ μ1=ら μジ45で あ ろ
系 の 濫 ×σに対 ず一3碗 和 続 気 毛一 3>ト の 紐 戯
俵 奮 帷 を 表 わ し マDるQ風 ワ～9か ら!フ エ
ロ ワ ラ ス クー=が'eの †重力ロ ヒ ヒ 託 に 急 逸 に 劣毛
す3肇 が'契¢れ ろ 。 ↓ 淑 に ざ っ て,各 ×oに







































































































ノま し て"5∋そ途… 苓 るr皐 か＼「乙"ミΣ る.図10Dま ノ ノ各 ×O
の 題 に 財 す る 囎 叢 度(菟 の く直 も プ'〔】フ ト し た
も の で あ る ・y。 ≧6に 耐 し てDδ,ε 。 は
一 足 イ題
ノo・22,・1≧ 乞 う がN^ノ こ レhlま ・〉ぐo≧6(r)系
に 勇1)て は ノ(30…愈 傍 τ フ ェ ロ ク う ス ヲー が'
ほ ヒ ん ど ヌ ピ・.〉種4の つタか ら 一形 ら～さ 颪3善 に
ぶ っ てDろ 。 従 っ て,こ の 一 髪 但1ま 表41て
示 し 「し 従.衆 の 脇 」昇最 ミ黎 窪畢 と 一 教 す ち1ま す"で
あ ろ 。 実 隆1杏 ノ 栽 々=の能 環 、よ ケ し コtきな ζ直
屯 与 気 てDろ9図"に ノ ×o=▽ ノC=α402の
i系の 墓 蕩 そズ餐…に 蕊 ウ る ノq,し リ 面 の ヌ ピρ⊃ノ
函乙多llの 一 窺 〉を 示 、し"乙 あ、〈 。 図 中,ユ1ま ラく
ぽ 〉 鹿 ユ.4)ま ス げ 〉 短4と 同 し'撮蕩 を す
ろ ス ピクン 纏2.・ は そ 肌 以 外 の ス ピρ〉 纏2
を 表 わ ぢ 。 太 線 で・能1ず 嵐 た ヌ ピ こ一が,フ エロ
ク う ヌ ・9一 を 形 叙 し ヱ リ る 。 細 繰 ば一最 ・ミL
藷 騰3斥 謹 縮 ・ミぐ線 で,巻 嫌 を も た な ・}、
　
薗,こ のi葎 で 」志ノ フコニロ つ つ ス9一 かド系 の 表









ユ　コ　ユ　 　　 ユ　 ユ　 む　 ユ　 ユ　 　　 くコ　 エへ む　 　　 む　 ユ　 む　 む　 　　 む　 ユ　 む
1＼1＼1＼1＼1＼i＼1＼1＼1＼i＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1





ユ　 む　 　　 エコ ユ　 ユへ 　　 ユ　 　　 ニし　 　　 む　 ニし　 む　 む　 む　 　ロロユ　 　　 　　 ユ
1＼1＼1＼i＼1＼i＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼i＼1＼1＼1＼置
ドく1くくトく1詔ミ1ミ1く1くく1てi詔く 1て1て1て1謂ミ1て1ミ1マ?て1・
尺 ドllて/て冒 く1詔ミ糧 ミ1くく?くく}て1尺1て1対てNて1冒
1てKKド1尺Klミ1くく1て1唱ミ1くく1畏1ミ1て†て尺 ドコて1て1
　ヘ ユ　 ユ　コユゆ ユ　 ユロ ロニし　 ユ　 ユ　 　　 ユ　 む　 　　 ユ　 む　 む　 むヘ エコ ユ　 む　 く　
1＼i＼へ1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼l
lて1ミ1く1ミNく1て1ミ冒 くtミ胃 て尺杖冒 て1て1ミ1ミ?
ユ　 む　 ユロロ エコロ　の ユへ む　 むへ む　 エ　 ユ　 む　 ニし　 む　 ユへ 　　 む　 む　 　ロ ユ　 む
1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼[＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1
む　 ニし　 　のコエ　 ユ　 む　 む　 む　 ユ　 む　 ユの ユ　 む　 　コ 　　 む　 む　 む　 　　 むヘ ユ
昏周MΣ!＼!き嵩 Σ1き4湖Σ1Σ1ΣNき1Σ嵩Mき1Σ1
1＼1＼1＼1＼i＼へ1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼1＼i＼1＼1＼1





ξ2。4実 鹸 峯 実 ヒ の雌 交
辻
ヨタリぐの ヰ　のくくケク
§ ♪、3で 得 う 淑r… 能 果 を,隊 一種,Nも 一「霞.
εガプ)の 各 念 金 に っ ・)zの 実駿 畢 実 ヒヒし鋳 し
&う 。 〕隊 ノNこ ノ(3・ を ス げ ン 樋i,程 を
ス げ ン 裡 ユ ヒ 憂 な し ,こ4Kら の ・合 ・金 ・大ブ 条ー1牛
(ユの を齪 す 都 候 腸41)表3に 鮫
khてD3、 実 竣 を 景 も よ く 薗r…箆 刀「る よ う に選
)さ㍉れ 仁X。 ノ 〆 ・ノ/し{zの∫直 き 爾 け て ノ ・髄 和 磁 気
モ ー メ 〉 ト を ゐ ふ 金 に っ1)z計 嘉 す る 。 図
i2～1ヰは,ノ 各!参全 の含包和 廠 気 毛 一 ゾ ご ト の{組
威 《震 存 権 の 計 草f(登 ぐ黒 薫・息 ひΣ曳 線)ヒ 嚢鹸 値
1を示 し た二～6の で あ うoNこ ごF¢ノC。 一「Fセ合 全 τ
ぽ ノ 図19。16に 示 ほ 組 鋤 。祓 落 す 弓 足 原3
の磁 気モーメ 〉 ト を仮 足 す る ピ1う諭 蜘 直 嘆
、験 σ)一 至如 よ 曼 に よ く ノ讐 る θ 図R214に 示 さ
出 マDみ 薫、線 は,こ の よ う に し て 得 ら れ た 言ヤ
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図i2へ・14・か ら ノ 扇 夜 ス ビo}襖 型 に 甚 い た 哉
々 の モ デ＼}しに ま っ で わ ノ イ 〉 バ_合 ・金 の・飽 和
磁 気毛一メ)ト の組 裁佑修 性 縮 如日ミれ 碑
ガミ矢{ユオしそヂ乙・あ ろ う 。 こ の モ ・デ ノし に.従 え ば,
そ の 急5敷ノま煮旦哉 ・俵 落 帷 な,霧 磁'性 ヌ ピク)ヒ 反
強 祷 椎 ヌ し㌧ の 娩 晶 に 卸 ケろ 、 一 郵 の疾 強 磁 、
性 スげ ン 就 り こ ん た強 議 恒 ス ピ シ の 無 限1二
犬 芝 な つ ラ ス9一 の 孚珍疹～に菱巳固 す る 毒,じ な る。
こ こ τ 毎老 しな1猟 ぱ な ら な し、の 》ま!"ク う
38
ス ワノ ヒllう 稲 ノ念 賎 奈 の 室 閣 酌 な 描 産 に蕩 目
し た 臼寿・に 乞云 て く る オ蓉え念 て・・多～リ ノ 耳乙ゼ⇒び)考i嚢プ≧ 、二
よ っ て の う 議 論 す る 今3場 動 吠 な ど で1さ考 え
ら オしノま1)こ ピ 乙ー"あ る 。 第 ～左2・の モ ラ'"し に,案 颪
】δご,/飽和 磁 気 モ ー)～.》ト の 組 哉 イ技落 憧1ま;～脇
の 空 間 的騰 竈Pよ っ て 諸 め ら 畝 る ヒ 繍 之 成
る 。
図1'rこ しあ し た二墓 雇 斗ズ熊 の ス ピo↓ 爾Zる1いδ,
イ)ノ ゾー 心 金 の 他 の 磁 賦 的 性 凶Cも 影 響 を 与
乏 ろ.㌢Pち 、 フコン ロ ワ ラ ス9一 σ)義 画 に一落
在 言 る ス ヒ2.ン1まノ ル ー スン'1て兄 の つ う ス ヲ ー に
維 イメ・つ 、ケ ら れ てDう 。 琢足 っ 一乙,;駐1宴 の 〕二 昇
)によ っ ・乙 そ 幽 ら の 急 面(つ ス ピ『ン 、丁4也の ス ヒタ ニン
)こ〕レじへ1・,化 や てぢく ・そ ・フ)コー 一 タい一 を、く 唱す"し ノ 侶、1
え は・観 副 さ 嵐 て ∂ る δ こう な 食智和 磁 イし の 場 農
愛 化 ノ 磁 気 転 麹 蕉 の 曖 昧 叱 を 引 麺 ξ る の ヒ期
蒲 ミ 颪 る 。 こ 淑 ら σ)濤 は,将 条 計 算 機 曳 喰
に δ っ て 晒 ち が に ミ レれ るz一 あ ろ う っ
39
銘 三章 粒3簡 に相 互伽 の あ る系 の
石予艮場 度 に於 ウる …費5豆過 羅
§3.⊥ 、石 眼 過 度 系 に お り「ろ ラ曼…透 多径率 β ひ・
厩 界 三灸 透 猿 度 の 是 義
哨隈 …是度 系 に於 ヴ る三曼透 過 程 を 秀 え る.為1(
、 こ こτ 黎 力営 的 極 限 を 用1)て≡受遡 径幸 ノ 臨
堺 須 齢 度 の定 義 を行 う、 以 下 の 葦 で ぼ、
サ/ト ラ曼麗 程 に 誰 を 限 ろ 。
ト4個 σ)絡 ∋ 裏…、ヒ そ れ ら を 託 ・ミぐL牢(っ 射 」L}ご
カ＼ら な る …降33こ を 考 え よ う.Nイ 圏 の 米彦3か ㍗
記 の 擁3点 こ[1(カ 」 ニ カ ル 参 斥 を し て θ る!
と す る 。.各 梶 さ 点、ぱ,堆 一 個 の 粒3を ・含 蓬・
が,ノ 全 く 彪3>も 含 ぎな り か の の す犠 か で あ る。
9二N/卜4て 一定 毒裂・ミ・承 る 曾 ・と 壌藍度 リ ヒ
い う 。 最 近 芸専格3r点 を 邑 め た 二個 の う燧3は
易 レ)にち な が)た ワ と し川,そ の 景 近 繕 柊
ノ
各 熊、毛r苔 す ぶ オぐ㌧}ハ さ"闘 が れ た り と),う 。
石 ㌧)に っ な が っ た 粒3の セ フ ト を"ク ラ ス タ
{4ク
ー リ ヒ 噂 ノ淑 。'つ の1プ ラ ス タ ー 老 勘 彦～可3
雛36)総 教 を 、 そ の/フ ラ ス タ ー の"サ イ ト ・サ
イ ズ ヒ の し、!そ 漏 の 彪3に8っ て 聯 蝋
た オぐ}ド(1)」総 教 .を.」そ(フ)クう ス ウ ー のu木'ン 片・
サ ィ スご"ヒ レ孕 ノミぐ.
.慮」震 ∫・ノ 三量 穫 丁 で1鼠 牢 ・衡 ■(あ る フくぎ芝 図 ◎)系K
宙 、〕て2定 の 量 を 導 入 す る 。1暗(9,叉))ま 、
や 　
任 章 σ)拷3つ ミ・が/づ イ ド サ イ で の ・全 粉3点K
3ヒホす る ・宅,レ合＼(SS「F)フ6Ψっ二以 上 で あ る ク う ス9
か
一 に属 1す ろ 彪3Zご 彦 め ら れ る 形毘率 を 表 馬オ)す。
画 脳 井 舞 「頴(9・叉)
9、応 嗣
(3」)
に ざ っ て 定 義 ミ5れ る 蘭 教〔pT(?,つc))さ"雲 ・度 ㌢
遍 ブ隻 一「Z"秘 孕 衡Kこ あ る ノ寒i＼ア艮 に つ～芝な 祭1こ 盛、,)一
ノ
マ ♪ イrE巷の 茅各3ト点 が ＼ノSSド ・カ＼"つし以 上 ・ワ つ う
79一 に 属 す る 鞭}に ぎ)マ 彦 あ ら れ る 多窪 率"
を 義 わ す 。 戸「8え)か ・⊃タ～(り蘭 係 六)を 三萬 苓 阜
、よ 日目 白 一乙・あ ろ 。
P-「(9,叉)=oノ SSFか つニレスエ6)クラヌ9一
力＼いデ診在 しな 、、ヒ 芝
叉≦PT(蜘 ≦?・ 灘 駕 のつラヌり一
(3.2)





P∫「(?)なノ イ壬量 の 軽 δ薫・か・'、無B艮 に 穴 芝 な つ う
ス タ ー に の萬 す る 半乙3一に よ っ て 浅(鈷 ら れ3多 修 率
ノ ヌ σ 舳 ら の鞄 各 に 邑 あ う 厩 軽3)黒 の劇
冶 、乏 族7bす 。 理L度 丁 に.詑 ウ る 臨 琳3受.透嬉 度
亮「 ぽ 、 図17山 ⊃に 洞 ∫ う に,
誘「二9卑/?∫?τ9)コ03/一 岡
に ぶつ マ 是 義 之れ ゐ 。 逓 蔑 丁 τ葎 牟衡 に碗
蕪、眼緬 奈 じ於 し)マノ 慮 厨 ガ呼 」 レ蚊 朝 固
42.
任 意 の 驚3点 が 鄭 艮 に 貸 な ワ ラ ス9一 に義
一す 「る 弄老う に5
っ て 占(レ～～7淑る石窪宰 が・滴 眼 題 を
涛 つ ・ 藩 励 極 限1(袈 〉り ㍗ ま1孝 毎 の 配 畳
か 鹿全 に う ンダ ム に な る の■で・ノ1房 は 従 突 の
彦昆ノ界3曼透 餐凄 と 一i致す る 。 ヌ ノ 豪乞3.闇σ)黍β
互 張 用 が＼引 力Z"あ 多 楊 合・に1ま、 絶 女1†0度に於
oz蕗 「ぱ 硫 ゐ る 。 ど こ ろ が》 中 圓 の 翁
蔑 頒 域 に需Dマ は ノ 罷3掴(り=祖 互 イ乍 用 が・引 力
蝉Z"あ う乖齢 に 諺 をあ＼孚 っ マ も ノ 臨 界;受落 猛 度
曽 の 丑 度彼 落 梅 狛 朗 で なな し、.以 下 、
















む§3.2二喫 元 正 方格3イ ジン 伊 系 に 雷 け る
須 透 過牲
柳 艮温 度 系 に於 ウ る;曼透 過 麗 の 修牝 しZ,
ニ ニ宍 元 正.云r格・3>のイ ≧")ゲ 兼1二 蔚Uて ノ 十 ⊥
ス ヒρ〕レ の三受艦 を汚 察 し よ う 。 最 逸 得 車目
互`翻 色 仮 是 弓 煎 ば!系 の ハ ミ ⊃レ ト ニ ア ↓ 厭
ヲ》= 」蓋〉の 今 一ノμ"苧 傷(瑚
7"姦わミれ ろ 。 」 は 麦 ～喚 耳葛互 崔 用 で㌧ 正 で あ
る ヒ 弓3・!μ な 磁 妊 モ ー ヌ ン ト,日 σ 外 蔀
議 駕 を 蒸 わ す 。 ズ げ)変 教 ㊤ は,土 ユ り
し)ず颪 か の 値 を ヒ3。 Σ は最近 拷 袴 δ斥財
<"2>
に つ リ7の 穿ロを 慧7朱 す る 。
今 ノ+ユ ス じθエ を 漫 孟 過 経 に お 、う る,っ 奄
が り 吃 形 放'す る"粒5ソ で一あ る と し よ う 。
彪 ヨ〉周1て 二、ま ノ(},5)、=二4薫ミー っ て 弓}カ ガド、僅力 く 葺7101rぶ
=る、 盤 震8、 よ ノ5)二(]=+の/2=ひ5え
ら}れ ろ 。 こ こ1==ノ=[1さ 、条 σ)'ラ(ヒ9こ 」 者 リ(り
磁 鵜 工=〈 Σ 〈㊦/図,(脚 さ全 ス げL教)・ を表
わ す 。 .嬉/妻一は,.外 害"フ磁 で易 り 値 に よ っz愛 ろヒ
事 多.我 喰 の 目 的 は,臨 琳 竣 透 碧 度 ノ3鉱
后窪 幸 の 三易塵 依 存4生 をi起めiう こ ヒ む あ る ・
計 軍 機 実」嚢 に ざ つ マノ 臨 堺髪 」孟 磨度 、三浸皐
確 率 苞棄 め ろ為 に,二 欠の 二 つの 蘭 数 を導 入 す
ろ.趣?)ノB直 ω)ま,そ 嵐 勧 系 の 夫 芝
乏 卜4,塑 ジ隻 ～・ノ3量度 一「 の孝些2≧働 「条一(∋全し)マノ
最 大 の ク ラ ス タ ー の ガ イ い 邦 π の 全 発 多 淳・
労～(ト4に彙オす3判 庵)屋 沙'擢の ク う ス9一 の オぐ》
ド サ イ λ・の 塗 ボ㌧ ド 教 い 。支オす3剃 心 を 禾 観
ド勲 ㌦ κぬ ぬ ㌦ よ)て毅 八儲 う
)(,無 晒 。飛 な つ う ス9一 は 峰 一 っ し か曳
σ え なQ!ま ら は・,明 ら か に,髪の 関 係 が'教 立 す
ろ.
編 瓠(9)二PT(9)"の
従 っ て ノ ト4が'十今 フく ざ 、)蒔 に ぱ,
?Tlマ)の よ し)ミ丘似 蘭 教 ヒ!な る ・
β直(?)は





に よ っ て 定 桑＼芝 淑 る 関 敷5「1?)は ,無 限 に 人
き な ク ラ ス9-1(属 一す ろ 章立3■て よ っ て ア翻 が オ/
丘 禾'しド の 判 合 を 義 わ す 。
奈 か・一 柑 に な る 遍 度樋 戯 の み 庖 秀 之 よ う 。
径アち 、3易 ノ隻Tが'■ とよ 土)去をu虜 負戯 を 秀 え3。
こ こ に ノT(Llよ,外 毛予磁 ゴ易フHか 、0で・あ ろ 条 の
ら2)
キ ュ リ ー 三易度 マ=・～弘 ジノ ♂一(2こ ア/乏丁～土)二生
を;萬 足 す3。 受 は フド'}Lツマ エ 是 数 で あ う 。
適 ノ常 の 壱†箪 犠 実・鹸 の お;去 に ・従 っ て/色!2な
サ 》フつ1しに っDて の 恥9に よっ て 蕩 の.
卿 賑 勅 る.・ 典 ギ 融 ・)たの ヒ
渇 撮 の 糠=〔 吻 覇 っ観 を 国 の マ 、 サ 」し
フ?1L・をイ乍 リ2蛮 す σ(/へ〒Zl≧2・〈(叉ル弘、B・参 照).こ
こ で 生 憲 し な ウ 虫 は冷 らる一・)の 、さ,藤'・
節 含一 殿い 銀 っ て 偽 暢 齢 プ'し1畿
し)て)ま/勉 こ〉リの 〕膿 、さ一 定 で はな 峰 で・
あ3・ 松 敏 の様 な 諺 に よ う て 瓠`?)ノ
46
Bみ の を 射 あ5毒 に する.即 ち.一 定 の
磁 腸 に 卸 務 灸 サ}プ ル の 緊2β 湾 を.そ
の サ ニレっ9/Lの 婁爵度 の 月ξ＼着女 と 乙、マ つoロ)7ト し!
窃 場 の 直 を 斐 え て 戊 辱 な 独 度 壕 域 ぢ,覆っ 色 後.
そ れ らの孝魏 へ乏 畝 た 粟…、を景/ト ニ ・彙 三亥1(よ っ て 卑
内 し,剛 の,嬬 の を 表'あ翫 系 の天 老
ミ 、まノ 「ン∠irC=2にiズrしZl{す900♪ぐ200ノ
残=42ユ0浸 か'00に 鉛 し㍗ 細 ・・Xl・D
ヒ しノ 周 如 的 境 界 ・条 件 を 毎 く こ と に す る 。
サ エ ア リ 上 ひ)まノ 系 か 麹 浮 徳 〔。豊 し た の ち す
ノ分}幕周 か ・rす乏一マ カ＼ち ノ40単 位 鯖 一闇 尋 に ぐテな う。
但 しノ ブ 単1左疇 闇 ノよノ 系 の大 芝芝(ワ2催 の プ 匹
セ ス ヒ し、 麩 孚 衝 に 達 ほ か 覆 か の 判 是 は.
懸 の蹄畷 化焼D卿 誤 あ て和 れ
f三多 三 の4で 態 に な っ た が そ}かに ぶ つ'Z竹 な う 。
図18な,残=2に 舌 け う,/!θ/後 て乙=0
燈 ぴ0,02.σ)条 の 猛.塵 愛4ヒ を 禾 巧.図 、掌/
天 葺γか・サ エ フ9ソ 〉 乏ブ ミ1れた 爵 窪遭1と牙ζξ 。 他
の 糸 の 也 つり 》 ゲ 才 由 仁 時 刻 を 表41(示 す.























図.19鷺 痕 のa寿間 亥4し.W`盛
竹 ユ っ9リ ニンつ・,.τこ蒔i診4を 柔`
婬
黒 燕・は 、 観 塑へさ 激 ヒ 点 で あ つノ 実線 は,9を
研 の 髭 賦 ヌ は ワ竣 式 む重 似 し、 最 ノ】＼二乗
三去 に よ っ て 粛 め も 出 た ゐ のz働 ゐ 。)瞬 様1(
し て 棄 め 蝋 化 瓠`の を/図2・ 暑(示 す 。
β高(?クノ 疏㌃P♪ 群 ワ変 曲 薫、透L傍 で ゑ 三敷 な 立 ちニ ジ
琶 示 す 畢のまノ 名 の 察 農 三範 く 「乙・ク ラ ス タ ー か'急,
に 夫 芝 く 誠 一毛 す3畢 色 示 し マ,)る 。 ・従 っ て,
一ヤ今 な・覇 度 τ 擁 σ)委 曲 薫、に 対 鳶 筍 る 腰ノ蔓 施 ノ
臨 界 凌 孟 盛 農 で あ ろ ヒ適 似 で 乏 る.そ の ぶ
う に し て 棄'め ら 煎k各 過 葭 に 抑 プ3魏 和 受透








2 200×200 400 800 .544 0,052 0.66 .128 .150
4 100XlOO 200 600 .556 0.26 2.21 .183 .189
10 100XlOO 200 600 .569 1.15 7.30 .145 .153


































































函.R謂`P沸9.黒 刎 観 シ毫ウ芝由颪















図.2(フ 、 τ3轟1～つVヨ 、 曾
界 邉1蓬 淫 度 σ)う墨 蔑 仮 洛 ・唯 を 禾.3。 表4の 第
6づ行 目 に は.履 誌界彪 、揚 逐云「が・禾 芝 舶 て ノノ多。
そ1れ う は,)函22に 示 し 在 磁 肥 曲 蘇…!こよ う で
脇 堺 ラ受遠L堰 度 に針 応 す る 磁1喝・ヒ し て三そ是 芝 れ
た 。
痴 く.PTIの β ひ 訊9)の 臨 界憂 透 磐 農延
彦㍉こ 需 ヴ 多才旨数 をラ突是,しざう 、PT(曾)ヒ
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図 、22.艇 鵬 ⑳ の磁 化 曲線
(£=/㏄雌'竜)





画 の ノ6「`?.)の 近 似、陶 教 であ るS冴(の&・ ぴ
Bみ の が ノ 鏡 ・1・飴 ≦8≦ 兄7+ク ・3の 硬
域 に ⇒～h♪2(iλ8♪1武 ＼と 周 び ・形 に 煮 わ 才 択5ヒ
イ辰 是C2最 ノ1＼二 ・乗 三去 に よ つ て,o<届 ・ひ μ を3実
定 し 化 ゑ4の 麹 行 、 第9竹 にゐ 三巖1<
蕾 、す3・ 又ノPの 旭 を 弄話 ・ こ σ)罷 果 力＼ら ノ
指 教(武 ノ}ラ な'ま ヒ ん ど`鍍}こ イ覆 存 セ〉ず ノ
6く=0■45士 ・・。27ノ ・ソ=0・'S8±o・ ・21z"
み う 隼 を 得3.
ξ3.3。 議 論
我 々1まノ計 葺 犠 実竣 にざ つ マ,鞄3間 に引
でカか一有 在 す 多傷 盆〉ノ 臨 堺 須 醜 震)ま正 の二盆 度
錘係教 毛持つ峯 を示 した.我 々の得 婦 左集 を
9肱 訟 獣 誰彫 じ曙 して淋 う.秘
のr蕩 察 し た ヨ憂 遺 ≦匿ヲ薩 は,q、5)劣 に 謝 りZ.
翻 ニ ー 」 ノ εβB=-」.ε 鯵=」 ヒ し た あ の に 釘
ノテさ・し マ,)30マ 足 っ マ ノ
洗+4毒 〔L7副 丁〕G・?)
を得3。 図2」 σ)蘇 は,(}、9)ガ σ)関 添 を表
わ す も のZ・ あ う.両 老 は 、 正 の3鶴 係 敷 を
も っ 薫、に あ・1)て)δ一 敦 し て)》 る が ノ)芝 の ニ フ
の 昆 量 的 な 租 邊 か'訊 る 。 一 つ1さ 、 哉 々 の 能
一果 なIT→い。σ)不亟私 に缶'いて 、麟 σ)3ξ鵬 程 に あ'σ
る 臨 界 三易 」襲 度 ノ0・～ジ『ノllこ;ま1ミザー 孕文 し一こ))3
〕がx/(》 の 式)まT=偽 に 冴 り 一乙0δ9よ り か
な ゾ 刀＼ミ`)∫ 直 、o、3き,暖 至5え ㌧る 峯 で ～均 る.
緬 知 まノ三鍍 脆 麹 飢 から毛 き7咳 え
た 瞬 の 兄7の 城/レ=率ノ(ず一 浮 り/が 、 τみ3。
栽 々 の}罷 集 は!4冶 ・Z一並 ぺc3,よう に 兄'%0・ 夕 と
仮 昆 鋤}ず 、抽 ⑳%を 与 え る の に 量才 し ノ(3の
蝕式 】評 ・%を 与 え る.こ れ ら の 示 一 致 は .
(i・の 式 を 導 く 爵 に 砲 り ら れ た並 　Z久の 為 乙・
あ る ヒ 考 え う 」れ る .
教 々は、 羊縫蜘 馳 丁一π に 討 う屍界 景
孟 嫉蔑 呼 か α5に幕 レ 疹 か斥 危弓.袈
鰹B恥 臆 膿 鋸 輌 靴 し個 示し
マ み よ う 。 こ こ に ノ 未'〉}ゴ唇 ノ茎 乞1まノ 閥 力＼
れ に 瓜㌧ ド 咤 怜 で あ3。 酬9岡 楡 て し
て未あ ら幽 た場 ㈲ の 図 を 図23に 示 した.
B瀞2の 変 勘点・なノ鋤 禄 透 爪・ン吻 離 葛
え,rると 秀 丸 ら 嵐 ろ か'/図23か ち・トわ か る δ ご)】て
!lξ}禦霧瓢 蕊論譲 ぞ
巌 の 伽nに あ 筍 硝 泌3争 ⊂よ る の τ・
あ ろ う ・ βD=・ β呼 が 丁二 兀 の豹 ¢あ1'碇
*ク木㌧ ド 嬉濃 β は ノ 磁 化 工 、 底 度r屋 ・ひ・矩 廷
離 孜 序 虚 β(忌 二燭 σπ'(「δ/自〉)ヒ σ)胸 に 虎 の
}判1条を も つ 。










β は 闇 力、サ1た(匹㌧ ト・の電慶レ合 ε 表ゆぢユ
鮒 く2一ジ'勘)4)
蕃*)こ の 値 は.日 飢編 及び 蔽 に ぶ っ て 禾
い
ミ 颪f淀 裡,二 竣 元 系 に お ヴ3ボ ン ド温 程 の
脇 堺・3農.隻多径卑)よ0.5一よつ づく 窒U".ヒ は 別 に
矛 宿 し て 、)ゐ一い 。 何 敏 な ら!今 の 楊 ゐ 噛'蘭
幻＼ レれ τ乞1ヤご 》 ド"、 春,ラ1≧9"∠Alo∠ ∋ 巧i7し て 、♪な
の 。 婁 際 τ 二 ひ。 に 蕊・・ZはG=8ΣZ"あ
り 、 げ=α 層o乞 す 脚 ぎ ・P。 ・=o・ ∋48で
あ る 。
身毛 哉 立 す5ヒ 仮 是 弓 煎}ま ノ 磁 り易 ○ σ)下 一㍗ 十i
ス ヒ9ン は 無 ア侵 に 夫 乏!な つ ラ ス9一 乏毛多献 して
照 紅 な3。 鰍 な も)ざン 物 界砺 え
た 厳 髪 解 に よmし ま"ノ ↑ 二 工3で ・ 工=O/9r㌶0、 ワ
Z"あ ろ か ら β÷α43(〉β・)7ごあ る 。 磁 場0の 系
に お1)㍗ ま 、 系 は 寸飲 ピ し2一 ユ ス ピ}の 愛
襖1(丈 寸 し て 文庁孝Kマ}・あ ろ か・ら,こ も し † ユ ズkグ ン
ガベ無"侵1(犬 芝 な つ う ヌ9一 を 二形 参蒙 一す 引 は"ノ ー⊥
ス ℃9ご む 旧 縁 に 無F艮1て=尺 苛 ノな ク う ス タ1密 影
麟 毬 る の 一 ヲ3/安 叉 し な 亦ごン ト、を フ角 し な し、
ニ フ契 ・元 の 雀各3に 寝 ン)マ 痔,十 二Lフ ピoン ヒ ー4一
ス.℃ρ.ンか ・ゾ司 時i(無"侵 に=尺 董 な ク う ス9一 蓼形
窃 ～す 一る 葺～、さ1/5》二〇LS(エニo)を滋 ≒,♪て トー オ＼9ロ=三♪＼力 四L」(
不 可 能 で あ る 。 ・従 っ て ノ!評=o・5噂r&得
ろ.即 ち,磁 傷 。の 二次 禿 正 ゑ 格}の イ ジ
⊃ ゲ 系 に 芳{)、)てノ 暑 諺彦帝崖萱矢序 度 工 が0τ な け
颪rま ツ エ σ)正 負 に 応 ・伊 マ す(L又 ピ ン ヌ は 一 ユ ス
ピ ン を 維 ノ齢,聾"艮 、(つ た「が いつ ち 多侵遂 ノ菱 路 が'穐
i廷育3こ ヒ に 冷2・.フ 契 負(づ隙 編 δノ エ ー丁 薗 工
}(お ゆ る=無7段 レく犬 歪1ま つ ラ ス{9一 の 生1♪ る 舎質
舟域 を 示 して 口 ち 。 詫洪線 蓄争虜 ほ ち 一 ス ピ ン
ヒ あ に 無 限 に大 乏 な り う ス9一 を く象 ら な い6勇
城 を 示 して 函 ソ.そ の 云 沼へ(り苓麺 が 急+ス ピ ン
・か)'/又'下 穆llσ)・βξ筋残 乞・、窓 一 又 ℃o}が 乃 幽 そ れ 難
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図24.ノ 斜 線 都 全 で ・さ詮 ス`㌧
一 ス,じ。}ヒ も 石 隈 の 」く董芝
の ク ラスウー し刀、約 《'しな い.
第 田 章 臨 県薫、ま ソ ヱ の琉 体 金属1(雷 け
る金属 一非金属 転 畑 へ の 施 吊
ξ4.i喫 鹸 卑 曳
色 々!な 系 に お ヴ・そ)金ノ属 一 ⇒レ金属 転 ずろ(Ll人下
図 工 転 籾 じ け う)が,更 竣 漁 ・理 論 の 両 面 か
らノ研 屍 之 れ る 中 で ノ 屡蜘 点 よ ソ エ の 三灸 体 全属
に お一ブ3卜4工 転 移 が'.獲 穫(原 〔}匿透巨離)を
広 … ヤ にわ ヒ って連 纐 や畷 え碍 峰 、麹
お 　
蓼 鉱 鞠 じ(り関 童 な と芦が ら 最5丘 將1(3を昌 芝}れて
い評 艮鈎 くの勲 のなミ蝦 嶋 日2
に つ 、)て 、 そ σ)臨 芽耕 …、近 傍 に 密 ウ る 物'}生を 蘭
単 に ま ℃ あ τ み よ う 、
H2の 臨 界 忌 は ・ そ の 三突 定 三釦 く よ つ マ%少
、ゴ ら つ き が あ リ,拠=ノ タρ 酬520厩 ノー
「込==!∠レ601vl4-goo6/5差ン==3.3へ!3・79/鋼3て 一与
え 弓れ 嘉)叉2タ は 、 藪 伝無 の轟 線
1(;彦つ ヒ ¢ カ ・依 移!1・生 で あ る 。 臨 累 薫 、よ リ エ
の3灸 体 に おM)ヱ=も ノ 圧 力 の 髪4℃ に 免 ・しyヱ!麹 麦し
4云導 度 が・畜b匝〕桁 変 化 す る
6ρ♪
下)幽 巽 の墨ll是純 集 に
カ4後 著訓 ・生.が昆 う 叡 る 。
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三墨一線1て=多∈}っ た2建ミ度 俵 存一'、生 で あ リ ノ
馬1)ラ 墨 農 で 原 雇 か"ノト さ く な 虚 ぱ',
下 で 急三敷 に 需 気 伝 導 、度 が・'識少 す る
6'♪
出 轍 嬬 の与 え た砲 郊 云導 度 の葬
臨 界 寒.よ り
リ へ
あ る 猿 畏 〉火
0 エ れ ら
6/
の 年 実 馬 臨 乳 柴、よ リ虹 の状 御 て台 り て,流
朔…の 圧 力(又1訊 一盤 度 ♪ 客 等 虚 線 く 瑠 っ マ ノ1＼之 く
し て`♪ く と・.あ る ノ王 力(磨 度)Z・ 琉 体 は 全 属!丈'
選 力＼ら非 金 属 状 態 に 車2・矛多 す3睾 を 示 し τ り δ.
又.1誕 効 塾 名こ塵 力 ・η葬 遍 蘇くに丑 つ τ(圧力 依 存
ハ}全i(図2ワ)ノ(6β →{≦Pノベ〉 ド・間 遷 孝多'⊂,5丁る 弐乙
畷 収 の 低 エ ネ,Lギ ー 側 の 嗜 攻 端 σ)塑 度 依 養}帷
(適29)な ど ガ＼ら も.図 工 隼云穆 の 走z.3峯 か ・椎
























































図29】まノ 葬 服 伊募 盛度線 ㍑ 各つたノ亀郁 ム
導 葭の遍 度依 移性 客禾 φ図 で励 る ・ 連 餌
臆 勤,甑 鱒 度 の鶏 聯 泉κ三仔っ碗
斯 撫 、 離 飯 び低 熊 樋 伽 ⊂お 暖I」
正 謡 ろの つ苅 しノ脇 界な度並 くの 嬉度嶺 域
で は 負で あ 薩 働 る 。H一 認 蓬費3♪この
奇砂 な遍 度仮 倒 縫 二肋 よ か 診 比£肌Z∂ る・
齢 、 融 度 硫 ㈱ ノ三辮 ℃イ藍 権 贋 備
ち.3譲 幅 韓 票 の電3賦 惣 ざ舳 麟 豹
にな ヅ 、亀 効 云導 度桝 馳 ・ 叉'察 度のノト
ミ し)5解で は,三灘 イし理(ハ(ガσ轟 い)の 電
6}
気 伝 導 に よ っ て!三 盈 度 が・島 の 彪 飽 気 伝 導 度 が
大 ミ く な5。-」3 .中 圏 の 猿 度 塗良域 に ～ト・ヴ
る 負 ・りξ&度 係 執 に っ 、)マは 、 疹 原3今3の 蝕
現 に さ「 る ヒ し 一て9る 。
峡 均 。坦 べ た 色 ノマな 髪 鹸 線 の 申 で ノ コ肋
三 つ の 賜 遅負メ…、に」巻 目 しδ=う。
ω 臨 琳 蔦 δ リ エ の 琉 葎 の 呂 工 転 移 煮・は、 旗
」咳コ乞 げ で・三夫 め5幽 う か で
即 ち,ト ヘ工 鉱 移 類 農 の ヨ島蔑 振 穆 権 ば あ
ぢ の が ろ カ＼?
㊤)流侮 の 彦 閻 的 な 猫i造」ま、也 何 κ その 吻 帷
に 寄 与 す る が マ 壕rに 函29に お1)マ み
～ れ ろ,臨 界 ゑ 農 迩 く の 薯 隠 度 亀 気 伝 導
廠 が'負の 三是 度 係 教 吃 蒲つ の な 充r琳か ≧
9)N工 転 簸 を 一纏 の 御 躰 鞠 し す う な ら,二
霜 を1…L別す 多 才 一9立一 パ う ソ ー9一 は ダ6πが～
以 下 、 裕5郵 孝換 型 に甚 レ)ヒ老 透 裡 論 網
い マ,こ1れ らの 薫・を 日月多径}⊂ し・まうo
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墓 ∠ト.Σ≧ 耗 ≧3>気 くさ 換 型 に 基 し)た 毛.テ")し
臨 界 蔑 よ リ ヱ の 琉 体 を 裕3気 伽 博 っ て並
似 す る ・ 原3一闇 諺巨{雑か・あ る 臨 界 酌 な 一長 芝 芝σ
よ リノ∫＼さ し、原3r間 に お 、)マの3ナ ノ 愛3が 冴多動
す3峯 が で ミ る ヒ仮 是 す る.幽 よ融 ぞ 原
}の 画 径 程 農 の 去 き 芝Z易 る.是 性 的 な 結
論 を4身3fと め に,暢 》 髪 教 がり26一で あ る 二斑 元
正 方 嘲裕3の 格 う 気 体 葱考 え る 。 両 蜘 像3
に よ っ て 首 め ら1れた ホたン ド}まノ ー 昆 の フ角碓 の
欠 縦 の 電 之 伝 導 度 を 醗 っ がン 熟 以 タトの求'
〉 ド'σ)亀麦L伝.導度.ノよOz・あ ろ と す ろ 。 こンの
爵!録}は 石 隈 の 飽 気 伝 導 蔑 を 耕 つ ホ㌧ ド を
遣LしZつ ラ ス9一 を 《乞 る し 考 え ろ畠 か・τ き る
(図3ρ参 照)。 首 英 的 な 電 凱伝 導1(参彦《第侵
顧ぜ 鵬 描 の嫉 穐 く ビのクラス9一
毛石 薩 の 大 ミ ミ 乙・あ う 暁 ノ∂こ、 外畜)か ち冶aえ ら
れ た青綾 場 な 巨視 的 な 電 疏 を引 芝起 し得 ず,
系1ま非 金属 斗ズ熊 で あ ま・ 景 透 狸 論1二従 えはラ







実)査 輿 論 に 従 う 一 つ の理 由 は 、 景3論 に従
っZト ⊃ ネ ノし劾 果 を 彦 乞 に λ れ て も ノ 弓 の
灸が梨の み に δ さ 穐 気 伐 導 は,系 が'+命 夫 乏
、ナ1れは一契し襖 で・迂 る と 考 え ら 淑 る 畢 で あ3。
ス,我 々 は 糸6)登 闇 的 な 鵬 遙 の垢)惟 に&ぽ
艦 多郵(っDZ彦 榛 し てDる のZ"あ リノ 従
って 毒典 論 に基 く議 論 に ょ っ て 右 †』4)知見
が 得 う、れ3と 汚 丸 ら 以3峯 かぐ,花 σ)王里由 マご
あ る.
晦 界 三受竃 懸.穫 郎 を 猷 え 舶 ノ卵,無 ア艮に 天 ミ な
・ワ ラ ス9一 が'缶視 ←,系 ば 金雇・状 熊一(な6ヒ薦え
弓 れ3.従 フ て 、!謬 が そ の 三鍍 で の 珂工
転 孝ち猿 底1(な る 。 支、 嶽 塵9.ラ 易農 丁 の軽
3気 侮 の 静 的 電 気 イ云婁 度 ひそ9♪,よ 、 柔 β侵に
つ な が'つ斥 石 限 の 飽 気 伝 導 度 を 誘 つ 六 ㌧ ドの
£ 僑 ン ド 数lo財 す3宅 ・1参に 仁し召llぢ3ヒ秀 気 ら
颪39即 ち,
　 ん 　コノユタの　に ラ
償9)「 απ の ・5『`9♪ノ(徽!)
ヒ、表 わrヒ3Z一 あ ろ う 。
(3,7ク…討'こよ っZ定,義 ミ 匹れ て')る ・∫ う に ノ
6τご5つ1ま系 σ)盗 周 釣 な 蒲 董6)勧 果 を 姦 わ しz
の ろ 。 一 云/μ フ7の な ご つ の劾 県 を 持 つ ヒ
彦 え る 峯 が・z"き3。 ・一 っ は ノ 柔 限 に ス 芝 な
ク ラ ス9一 申 に 存 廷 す き_匿 中 で 終 っ で ノ13
珍 聾 鋤 蘇(卿 ・泌 吻 玩)で 捌 、 も
う 一 っ は、 遷 郵 釜踏 に三各っ た 電3の 島 勧 蔑 で
訊 ろ.裁 復 は、 が7の の み ノご満 昌 乙ノ 臨 界
6ク
点 」 ソニ の衆 体 の 昼間 的 な備 造 姻 そ の電 気助
性 衝K如 釘 な る影 響 を 与 え るか を 汚 察 謁 .
ξ4・3計 軍犠 劇輪 てざ る話 果
3契 の ノ＼ ミ,Lト ニ.ア}z。5え う1れ る 古 典 豹!ま
裕3爺 弥 を 彦 え る 。
了蝿=『4」 為 姻 」 (=r>o)。C4.2♪
こ こ 乙・,・ 翫 は 鶴5点 尾1て修 宛 鯵 髭5の 二数
猛 わ し.惣 は0の 値 駝 る ・ 三 〉・3景近
露 軽 う 颪 釦 て つ り て の 和 を 麹 禾 しzあ つ ノ4J
っよ 最 』近、手多裕3ン 、1ξ、に ・落 在 す 多 原3周 ・りペ ア ー・ 木。
ラ ユ 三 ヤ)レZ'・ あ る ・ こ の 玲 δ 気 外 は ノ
(ね=二2m乙 一 ユ, ←』、3♪
と 、】う 愛2喚 色 ぐず え ば.(う5り 式 の ハ ミ)し}、 こ.ア
}と 猜 っ イ …ジ'⊃ゲ 糸 と,客価 脅 あ る 峯 か 知 ち 颪
てノ)翌 こ嶋.鵜 鰹 の薦 田 参〉
κゲ 奈 の †ユ ヌげ ↓ に.又脇 い 翫iス ピ エ に 苅 苑 す
ろ 。 与 え5れ た二察度9の 循3気 峰}・(麓ヴ る
原 急 の 屋 簡 的 な 齪 琶 に 関 ち る 橘 策)δ.
工=23一 ユ. 瞥 ・《り
を 多島足 づ35う な 外 喝 の カ＼ ウ唖ら 由 、kイ …ジ ⊃ コ"
う ス テ ∠ヘ カ＼ ら 碍 多 今 か 各 乏 る 。
鋤
鶴3>気 佐 の ノ五 力 ぽ,フ 欠 ラへIZr与え ら ノれ る ・
P一暫 ㌔ 寸 工3姻)㈹
一 〔ゆ
こ こ に.鴎 ▽一、δ軽5魚 峰 の 原5教 届か 葺 積
を 系 わ 彦.
零5章 舎 粛 〃(詫塚 を 循 う 気 犀 に 犬私亘 す畢K
δ っZノ 敵 転 移 の相 図 ノ 電 死 伝 導 劇 て釘 す
る5「6の、即 ち登 回 的 な 継 の 多力尿 客 にゴてr司る
知 見 を 得3事 尤ドz・き 多 。
6デ
4.∋.i図 工 車訴 るの 租 図
図 オ の 望 δ り 碍 た9,丁 薗 に お け る 図 工転
1移の箱 図 麹 図3ノ に 二呆 芝 叡 て 、)る。 又2♂!ゴ 寸
応 す る 丘 刀 拓「(蕨 堺 三憂透 」匡 力 ど ・)う⊃ が・,図
工 動 物 圧 力 乏 夢 え渇 。 図32向 鏑 幽 説 ご1て
永 蚕 お ラ玄 に ま つ て 弟 あ πP汀 面 に お ウ る 眉 鳳
Z・あ う.臨 移 孫 塵 ノ 骸 粒 丘 力 と も に 正 の丑
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43.2.彗 猿 度 電 気伝.導 度 の 翁 度 依 存 惟
硬 乱伝導 劇=財 す翫 彷 多気体 の杢閲=的構
三造 の 影 響,1即 ち5`ρ りの 劾 果 を 看周〈ミよ う 。 図
331ま、 とηの の 昇 磨 度 線=にラ{}った 茄 塵 鼓 倒 ・主
を 禾 す 図 宏 あ ゐ.こ の 図 は 、 図2α こ示 之 虫
て))葛 砺1£)ノ こ 妻サ し て ノ5)《 餌 に あ りZ
ぱ 顔`テ つ=0乞 し ノ 曼 に9>」Bγ ノoみ リ マ
1よ.ア が ＼兄 τに ヨLづ ＼く 乞 連 続 飴 に 砺 の な0
7こな3ヒ 仮 定 しZチ 穽 ら 肌 た ζ)の ㍗ あ る ・i職 、
々 ぱ.こ の 図 が ら ∠』71£)は勉 気 ζ云導 震 に 粛ナ(.
7(3(ワ 皇)一「)9〈oの 安力・果 を 与 え る 鼻8て 心・そ
の 痴 う果 》ま5乎 ≦5)《 鬼PQ;こ 、あ口♪て 若 乙 ・)拳
差 罷 論 む を3。/4/卿 拗 ・∠)!。示 …∫方 該 に
従 っ マ 、 実在 の 臨 界 点・・よ 、りよ二の1え 侮1こ あ、ρ ヱ
と〃8ジめ如 果 か・顕 蕃 ⑳ み3と 彦 え ら 颪3髪 農・頭
域 を推 是 す3阜 か・急 き3.三 溌 体 末 ・銀 に苅 し
で まノ 篭 の 原 誹 縫 力固 ・2戯z協 る し 娠 定
す る ヒ ノ1「』πのカ"=尺芝な・効 果を もつ 會1ミ威 が'419タ論詫≦
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PZも,適 当 な.原3r羊径 を仮 定 す叡
yに 永 ぢ ま う なi〃のが'ス乏な 劾 果 を毛つヒ















匁4,∋心 図 工 乾 謁 の 才 一9㌧ ・パ う メ ー タ
我 々 の モ デ ル に従 え)ゴ 、6「`9⊃ は 格 う 気 体
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継 磁 擁3ろ.娼 ラ岳 葡裟掬 収.
三受」竃 多窪津.阜 てi9クラ ス ク ー サ イ スご!臨 界 三受 壼
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ぢや り
凝 琴(魑 も が 叩 ヒ カ・・狛 一,F{タ ・七)に 粥




z・ 与 え ら8れ3・
図371(示 し1つ う に η ≦η・ の 渡 ア薯(ザ筏ノ
般 〉 η・ のヒ芝 ブ`η壇 勧3・6塑 し'裾 ゑ ゴ
從 つて/
r湘 ・ 嬉 きF`夕'つ キ9/P概)キDノ
『 く り。 ⑦ 》 芝 下31g雌)じ 夕 ・ だ 配 の 二。


















臨 琳 三憂透 磨 濃 を 与 え3.(参 、,7)武'8ワ
　 ニ コ り
皇 ・=2ヨ ー3+侮 一2)ユe4/ε 亡 依 ユ4ラ
を 傷3.T=凶 の 糧 隊 で・ノ 飯 →%一 、 ヒ な
リ,き 産L葎 の3曼 き盃ゴ雪論 の ぐき一果 し 一 …敷ごヲ3。
β 傷 亡)は ⊃髪 の よ う に 乖'あ3こ セ 炉 τ き3。
ρ(91七 ⊃ 一 蓉 Σ ≦・βξターユ/Σ θ。ξ∫"4
∫」ユ
=/;Σ 信一り貧・ξ∫一、 Σ媛'1/Σ θ・ξ
=/三曖(三)† 晦 ≧/β≦で三♪
.
微 参 を 努8す 幽 ぱ.簡 葦 な 計 章Kざ つ で




⊃ズK.臨 界 叢 孟 塩 農 兎 の近 傍Zゆ ム 式 毛 麦'
う
・め,ぎ フ ・
鮭 つ.τ ・は?㌔)～r… 咋 れ・!で あ
3・ 又 η 験7の 屹 くz"屡 閣 ず 蝦 一/
9ク
η 「 ・畦 顧 け2(ミー 2)♂∠ξ七1Tl?一彊)
+oぐ9-?」) ノ
で りあ3・ ・ 名起 .っZノ ∫・ ～1『 。Tl二 女 寸 し父!
22{22-3寸(3.≧)乏e416七ζ ・(fイめ び ・りRl£七)～
(2一ユ){1+2岡eヰ'6℃3
β醐 一陰、葺膿ll畿'1喝1_
を傷3.ビ ち ら も.脇 果指 数 直 τ鍍 に依 ら




乞 鯛 ＼ミ 、、⑩ っ耐 しZl街 ず(n)鏑 単 に 卑'
あ3昏 窺 ㍗ き る.レ ・嫉 に その 話 集 を 暑 こ う.
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但 し.聡 は 暁 堺 温 度 ひ あ る.
図 ∋8～・42ぱ,2コ4・ に 女オ す る1=`9,t).
R(3の 、 ε/£ の 苞 浪 わ す ・ 図43算r俺
驚 監 ∋,4.6に 耐 す る 臨 界 褒 竈 猛 度 の遍 塵
依 修 牲 を,禾す ・ こ れ ら の 図 で 蜀 線 は 引 力
(」>o)の 傷 合 ノ 譲 線 は 茸 功(」 く。)の 喝 ・合2一
あ る 。 ヌ、図 ◎ ～ 女斜 。あ・りZは ノ 薫 、態 の 葛 珍
)3.丁ン。 φ 爵 は こ租 婁 存頓 禽'.」<・ の 崎 は
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図 、卒2.平 均 の ワラス9'さプィス∵ ε(9亡)
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つt袷 褥
園,43、 彪 界 三'委」あ 嫉 ゆ 島 鄭 瑠 駐(Z二3)
実 線 は ラ1刀の囑命 破 線'揖 力の齢 ・








































図・紘 臨 界寝 透飯 唐耐 蹟 羨倦 惟`る 二6♪




教 復 は.=F鴎 粉 ノ 似9,七),矧9,七)・qか%丁 の
厳 多法 る㌧表 訊♪を鷲艇'あ τく.≧ の 龍 果.誓 ～{9,七).
≦(望,土)の £,ア止 傍z・ の 房砺 し手彦致 書ま そ 瑠 物 れ
刊.一 りτ あ ソ 、 温.度1二 俵 存 し な`)こ ヒ.ヂ ♂
の 茄 蔑 原 敷 ば 引 力の囑 倉 正 ノ 斥 力 明 易創 頃
)てな 委 こ,ヒ を 示 し 〃(。 こΣ れ ら の 壽彦論 は,昂
三'章 の 謡課 ヒ 碩 餓 し て 一 敦 しZPる 。
図4二3～4ぎ1さ、 あ るラ監 度 て"πる多 奏》1孝の 窟 度 吃
づ乾 しZ43く ヒ 島丁 に 受寸応 す る 家 度Z・ ・,力朔 一
脚 ～』濃 〆・磁 力、ら 醐 〆/伽 へ'霧 の
末B斐 化 を 可3皐 を 示 し てP3・ こ の 藪 為 吃
"三・受三i孟」耳玄孝ち( 一フ麟 締)趣'(ヒ 〃参 ノきwう.
護 透 多嘱}億9'つ ズ こσ遣 云移 の 矛9"・ パ うめ タ
の4受宅1】を す3。3主 得 可 くぐ芝 こ ピ は,多!刀 σ)あ
3鱗 σ)才蒼1}気.く奉1つ`あ・りZノ ℃ くtdぐ ℃cは 彦洗
塀 ラ昼農)な ・る 気 侮 月匁態 に 吾)い)マ も,宅 し ℃ ≧ち
(舌〆 ⇒ ジρ♂か 一茱 あ 線 を丁ガ3最1咳 ク な ら 三受遂 」隼云
物 プN存 在 し う る こ ヒZ"あ る 。 こ σ)こ ヒ ぱ ノ
重 弊 の ヲ 輿 先 旛 う に っ 口74)戯 乞 「φ3と 彦 え
ク8
ら れ る 。 袈 際!草 総 立1言弔る多 の 傷 老〉,鬼 竪(λ3!
瓠 ノ1ヌ艇 卿 幽 瀞_編%話 集に8
吹 げ が ㌔ ・.ノ2z渦 る.又 、二 喫 元 硫 腸
各 で・1な.孕 三 茸 の 能 集 刀・ら 七7規 て誘 け 湯 透
勉 秀簿 か1江能 舎 あ ソ ノ 転 牙多1繰 け 図.31.の}4工 隼云
物 蚤聚Kノ 教 今3.
算τ'二」ぞガ す3(蛤 生)試'の 表r武'1さ,多1章 ら
(1、y淋 ・で 示 し 瓦 κ潔 曜 ん の 論 尿 ピ ー 敦 し
ZPる.こ れ は.κ べ鋤 の 爾 り たe妬
Φ蝋 森 の近 似 二かrぺ ・一 テ 腸3Z・'ぽ 厳 猿Z一あ
る こ ヒ を 矛＼しZ))る 。
こ こ 「乙・・は.〈 ぐ一 ラ・驚3∬ 一最 初 ガ＼ラ 難 済復 に 」＼
ミ～、、(cしZ周 髪髪iろ£ セン、)を二〇 し の、し./毒 ・論'て
遡 ぺ を δ う に ノ ベ ー5・ 驚3Z-1磁 面 の 劾 象 か
二又 き く 、 勇診 三 葦 の δ一う に 捲 ヵ 営 的 ヌ垂 β艮,て み ヴ
多 ラ委腿 を 秀 え ね 博 いな ら な い ・ こ蛮 は 今 後 に
銭 芝 れ た 閣 顯 で一あ ろ・
穐1}芝しく毒 告 彦 え・ら 才しる;蔓5乞 車云孝多・かい曳 在 の 瓦
毎 に お ・)ても 観 測 芝 れ る か ど う カ・ は ・ 視 碕 廷・
伽 ま 不 明 ㍗ あ う 。 も し 曳 托 の 鳥 伽 。 あ・、)z
ヲヲ
毛 浸 迭 転 多か 鶴 な ら、 乾 勅 馬 ¢ お ・)マ粍 修
若 連 な ど に 異 牽 か一昆 し}出之 ～れ3で あ=う う.
尚 ノ 第 瞬 魚 用 ・ た モ デ ル に 徒 え はし 厩 撫 、
よ り 上 の 琉 体 金 属Kお ・け る 図 工 卑 簸 を 三受灘
移zい あ る と 彦 え3こ ヒ 炉・㍗ き る 。
'oo
曽 ヒ め
肇 者 夏さ、 この 論 ま に 狛 ・マ 従 衆 の 三鍍K祓
為 し な い邉 透 裡 論 の 癒 岡、 遍 復 に 依 霧 鍋 凌
孟 霧 論 の 髪 脚 化 層 ゆ そ の 売 甲 をぐ奪フk。 そ
}れレ(∫ っZ,イ 〉ハドー型 ノ合金 の 永 琢 老「ぐ歩 な
磁 、麦しゐ'准,質ぱ 局 在 ス ピ。」レ襖 型k⊃ぞ足 え1ず、 二 種
類 の 双 ρン の 賜 昂9の・鹸 ヒ し7石 里解 箆3峯.
演 か・臓 堺 点 よ ジ ヱ の琉 体 盆 属 の 亀 剋 均り牲 痴(
坊 σ)冠度 にイ表存33皇 闇 的 な 原}の あ乙置 が 重
辱 な 寄 与 葱 す るZ・あ ろ う 畢 を永 し た ・ 又,
へこ一 ラ 格3」 じの 軽}気 峰 σ屍 島度 に イ表 存 ぢ る多憂,
幽 腸 乞薇 髪K解 董,"三 量1醜 秘 γ しqう 新
5し 、、概 チ客・をニヨ≒ し たo
従 集 の憂 海 星論 の殉 琳 、 っながつ 秤 嫉
弱 雑 飯 ヌ・さ斜 ドゆ 配 琶 に 糊 が な く 勉
K乱 難 告あ3乞 霧 る られ砺 豫K毎 ら幽 役
仁.馳1さ,は σ・あ て つ 傭 り 郁 乏 酵 乞}
の配 世訴 鰯 緬 る傷/欲 三麺 鐸 雷 も繍 し
た.麟 焦よソLの 尉 卸 割 邦 亀降 身陀
/o!
属 駈 秘 に財 し 乳 癒 当 な 毛 斜 ロ し哲 わ 睾 に
ま っ て 過 葭 じ 俵 ゐ ち3座 間 的 な 粍3の 齪 置 の
勧 果 全 霧 察 し、 肋 彰 為 が 髪 麟 云物 乞 しZ鯉
解 で窒3卑 を 示 し た 。 凌 躬 く廷 畢1ま,通
弟 軌 海 臥 窪 論 に お っ マ'尉 幻 弓。・刃"・困 難 む あ る.
疹 闇 的 な 編 」i造メド星 辱 な 役 宅・1を担 う 無 族 烏 男…の
物 理 功 弓・主三纏 に 罫寸 しZノ テ見象 を モ テ場レ4し し.害3
ノ∋の え 盆!谷 石璽角耳を ぢ3こ ヒ な し,〈二ろ の ・全 俸 的
な 性 筑 く つ 竃)7の 知 屍 を碍 ㍗,る 垂 で 鵜.
こ の ぶ う に 嚢 透 理 論 に 基 く繍 励 まノ 碇 衆
の 専 紮 論 約 方 苑 論 に ぶ つ ㍗!詔 女り 報 気 な レ、観
象1くi灯し ・Z肩 肉zよ・あ1る。,.本 石轟究zご行 っ
た よ うK,勲 矯 系 に お ヴ る痂 力 ぞ昆象 の 硯 象
論 的 な 握 解 、しく に 残 の 室 簡 的 な 福 造 の 劾 集1く
効 可 ろ 短 見 を 得 ち の に 肩 力 乙協 ろ.今 復 更
に 色 々 な ラ見象1て,三 曼透 孕云柔多ヒnう 角 乞 お が'瓦・
吊 ミ れ る 皐 カマ笈曙 寿 芝 れ る 。
〆oえ
言射 辞
肇 右 は,伺 ρ5ウ も ま 苓攣 看 を オ～研 屍K導 、、
て 下 芝 リ,貴 重 な 晴 悶 を こ 、,て徹 台滴.益 な 勘
彪 と嶺 励 を しZPπ だ ・)ヒ 出 布 常 イ窪 先 生 に謝
竜 を ゑ し 化 の.先 主 と の 笑 同衡 廃 を亜 じ て、
筆 加 」孫 廃 の 面 自 さ し厳 し ミ を は じ あ て 激 え
弓 れk.
又.こ の 孫 究 の 諭 羊部 に あ・りZl砺r知 初 次
先 生 、 豪プし去 残 野 贅 氏K,復 孝 詫伽 く二お θZ感
π 天 訟 田 博 嗣 先 主 ノ モ里厨 荻 田 直 吏 完 生IO項 ク
所 傘 クり い.こ 二z・改 あ て 言看乞 自…1て琢 諭 す る ・
⊃6)琢†廃 を 晃 め 多 ・宇z一ノ 量3～ ℃蛍 禰 究 室 の
芳 クKば 、 ノ角看 な 議 論.越 判 を し 乙1)た 房 口
た.こ こ に 薩 謝 す3喫i第 宕 あ る 、
/oき
AFP蜘.A.ノ フ ラ ス9一 羊q別 フ。ロ ワ"ラム
能 晶 格3廟 く、 ビ ん な つ う ス9一 が 奮 ひ7
の る か を 知3峯 は 、 ・一種 の パ タ ンー 読 識 で あ ゾ.
i纏 犠 の最 蘇 得 馳 す る 賄 τ あ る.以 下,
聾 ラ旨の ζ更用 し た 考 え カii垂ひ に っoロゲ ラ ム を紹
介 す る ∂ 狸 解 し 糊 い 謁 にノ 初 あ1悌 三
動 ¢あ、り て 便 勲mた 二 亥 元 正 方 軽3の 場 倉
を 説 曙 し,竣 ・)で葬 二 葦 τ・園D弓 れ た 面}ヒ立
方 渉疹多 の 場 竣》 を{説明 す ろ 。
d)二 裳 うし正 言径3
つ ノま が り を 張 る 畑米L3ヴ
が'ノ あ3確 拳 τ 軽 …}濠・に
令1布 し て け る ヒ ぢ る 。
ち 図 に お りz,奥 喬粟で 表








すZ"に 名 ク う ス 今 一 に 番 号 力、'つヴ5項 て り る
ヒ す3.格}1螢 、Aに 粒3が 修 子王 寸5崎,そ
/0《
σ)晋多3の 属 マ う つ う ス9一 σ)番 号 を 夢くあ 欲 は・
δ}い 。 牢各3忌 、B,Cに 彪3が あ る カ＼!3Dが
に ま っ て 国 三甦Lり の 場 イ〉 かごあ リ..各 場 合 の 荏>3
点A(ア)i耗 乙…}の ・番 易9ン イ寸 ウ お を フ ロ ー ・∠チヤ ー トτ
示 そ う 。
騨B
は 粒3か 。'o
Cぱ 晋五3かmD 騨Cは 粒3,が 伍o
Bヒ 同 じ・鶴 Cヒ同 し・番 号 柔什～い番考
)妬o喫 際 の プDゲ ラ ム 苞 示 そ う ・ こ の プ
ロ つ"ラAに ゴ∋・1)一乙ノ エ β は ノ エβCエノ丁⊃ 二4・ ヌ
は0に ぐ走 っZ牢 各}黒 、CT.」 ⊃ かじ'糎3が 仁 力＼
を.表 わ 苓 翫 引 で あ 三)ノNごC=[・ の は ノ(=ら 丁)に
あ る 才乏3の.属 ず る つ ラ ス タ ー の 番 琴 乞 示 す 函己
ぢqZ"あ る.工CSノ エBS感 ジ餐》ク ラ フ.タ ー の ズ=
豊 ミ を 姦 わ す 優定引 で あ る ・

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































db面 八聾立 方 格3
(⊥ノiノ ま)面 を 底 面 乞 す る 牢 ・脅 六 面 体 で 考』
え る 。 下 図 に あ'P7ノ の ヒ 同 嫌 に 安 線 考?・分
の ギ壱3薫 、で1ぴ す で に つ ラ ス 勺1一 の 番 考 イて ウ ガ＼・
お め っ た ヒ しノ 務 訴 論 に彪 う が'有仕 す3暁
物 の 来麦 各(り属 す る つ う ス9一 の 番 考 を5矢あ る 。
B.C/Dノ 三、E叶 の 脩3無 、に 親 さb協 勧 ＼否
ヵ＼に ぶ っ て6千 玉亘Lリσ)場境》ゐい存 在 す3。 フ
ロ ー 今 ヤー ト氏 集 緯 に な ろ の で 劣 母る し.× ・≧6
に 『財 す 「ろ つPヒLワ、う ム を 示 し τ あ,く 。 彪∫×o〈6
に 受寸 し マ1ま ノ 更 に プ'0つ い う41ま ネ夏雑 に/き ソ ノ
ブっ「 ト う ン ・ス ラ ー ド メ エ ト1教 は 喬§ ノ300台loな3。
/＼ な ＼浴 ＼/＼ プ
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